


心 の 糧
十二使徒評議員

ヒ ュ＿ ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

人各難茉舗 霜る蝦 遡蒲 妻認 麗 謙 撫 輔
砂の上に建てるかは信仰によるのであると。

第一次世界大戦の時に起こった一つの話を紹介したいと思 う。私の将校仲間に非

常に金持ちで高い教育を受けた同僚がいた。彼は法律家で実力があり， うぬぼれが

強かったが，宗教について話 した時に私 に言 った。 （彼は私が何者であるかを知っ

ていたので） 「この世の中に金で買えない物は何一つないよ」

それか ら間もな く，彼 と私は他の二人の将校と共 に，当時包囲されていたフラン

スのアラスへ行 く任務を与えられた。その町の人々は疎開 していて，我々が到着し

た時には，だれもいないように思えた。我々はある寺院に入って行った。するとそ

この祭壇に小柄な婦人がひざまついていた。我々は彼女の祈りを妨げないように立

ち止まった。やがてその婦人は立ちあが り，小さなショールを弱々しい肩 に か け

て，通路をよろよろと歩いてきた。フランス語のよくできる仲間の一人が 「何を悩

んでいらっしゃるのですか」とたずねた。

彼女はあごを引き，姿勢を正 して言った。 「いいえ，今は悩んでいません。ここ

に入って来た時はそうで したが，祭壇の前で悩みを忘れました。」
「それでどんな悩みだったのですか」

彼女は答えた。 「今朝，私の五男が祖国フランスのために戦死したという知らせ

を受けたのですｂ夫が最初に亡 くなり，それか ら次々と息子たちがみな去ってしま

いました。でも」また姿勢を正 して彼女は続けた。 「私は悩みません。人間が不滅

であることを信 じているか らです。私は人が死後も生きると信 じています。私は愛

する人たちに再び会えるのです。」

その婦人が出て行った時，我々の目には涙があふれていた。そして金で何でも買

えると言った例の男が私の方を見て言った。 「我々は戦場で称賛に価する勇気を示

す多くの人々を見てきたが，あの小さな婦人の信仰と勇気ほどにすばらしいものを

いまだかつて見たことがない。」

彼は続けて言った， 「もし私があの婦人の持っているようなものを手に入れるこ
とができるなら，私の全財産を出してもいいよ。」

信仰は，人間の悲劇が単なる無意味なたわむれでないという確信を与 えて くれ

る。人生とは，ヴォルテールが言 うような 「悪ふざけ」ではな く，実に神が創設 し

たまい神 自らが教鞭をとられる訓練の学校なのである。
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３ 月 の こ よ み
、

１日 １８０７年

ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ （４代 目

大 管 長 ） コネ チ カ ッ ト州 エ イバ ンに 生

ま る。

１１日 １９５６年

ロス ア ンゼ ル ス神 殿 デ ビ ド ・０ ・マ

ッケ イ大 管 長 に よ り献 堂 さ る。

１７日 １８４２年

扶 助 協 会 イ リノ イ州 ノー ブー にお い て

組 織 さ る。

１８日 １８３３年 ，

最 初 の大 管長 会組 織 さ る。

２７日 １８３６年

教 会最 初 の カー トラ ン ド神 殿 ， ジ ョセ

ブ ・ス ミス に よ り献 堂 さ る。

今 月 の 表 紙

オハ イオ州の カー トラン ドとい う美 し

い絵に描いたよ うな この村 を知 っている

アメ リカ人はほ とんどいないが， ここカ

ー トラン ドは末 日聖徒 の歴史上 最 も画期

的な出来事の起 こった所であ る。 １８３１～

１８３７年までの約 ６年間，神 の予言者 ジョ

セ ブ ・ス ミス，Ｊｒ．はそ こで回復 された教

会の先頭 に立ち，今 日の教義 と聖約 に見

られ る３５の啓示がそ こで彼に与え られた

のであ る。 その啓 示の中で，聖徒 たちは

主のため に神殿 を建て るよ うに との指 示

を受けたのであ った。 （教義 と聖 約９５：

８，１１～１７）

３年問の労働のの ち，１８３６年 ３月２７日

日曜 日，神 殿が献堂 された。 その 日，天

使た ちが現われて会堂に集ま った人 々 と

声を合わせ，多 くの聖 徒 らが豊 かにみた

まを注がれてあ る者は予言 し，あ る者 は

異言を語 り，あ る者は示現を見たのであ

った。それか ら約一週間後，復活 した イ

エ ス ・キ リス トが神殿 に現われて予言者

とオ リバー ・カウ ドリに啓示を与え られ

た。それか ら三人の旧約聖書の予言者モ

ー セ，エ ライヤス，エ ライ ジャが訪れて

指示を与 えた。 「主の宮居」が礼拝す る

所，指示を受け る所， そして同 じ信仰の

人 々と楽 しく交わ る所 として，聖徒た ち

の集 まりの場で あった とい うことは言 う

まで もな い。

この表紙の絵 は， ブ リガ ム ・ヤ ング大

学映画部監督 ダグラス ・ジ ョンソン氏に

よるもので ある。関連記事，本誌 「カー

トラン ドを再び訪れて」参照。



教 会 の プ ロ グ ラム を

活 用 しな さい

大 管 長

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

主 は我々に完全な教会の組織を与えたもうた・我々は真
理と義の道か らそれないために必要なあらゆるものを

持っている。もし我々のために描かれたコースを歩むなら，

この世にあって幸福で正 しい生活をするであろう。また，来

世において天の王国にのみある完全なる報いを受け，ゆず り

を受ける者 となる。

パウロは教会の組織について語っている。

「……神は教会の中で
，人々を立てて，第一に使徒，第二に

預言者，第三に教師として，次に力あるわざを行 う者，次に

いや しの賜物を持つ者，また補助者，管理者，種々の異言を

語 る者をおかれた。」（１コリント１２：２８）

言いかえると，主はその教会に使徒と予言者を頭とする神

権組織を立てられたのである。

また，主は神権を助け，支援するために 「補助」 とか 「管

理系統」という他の組織を与えられた。

どの福音の神権時代においても，対拠 しなければならない

必要，解決すべき問題があり，また主のみ前に 「恐れおのの

いて」救いの達成に努めている教会員を助けるものが存在す

る。 このことか ら我々には神権を助 ける補助組織がある。補

助組織はどのような社会状態のところにも，人々の必要を満

５７



たすために組織 されている。それらは神の政体の一部であり

教会員の生活を整えさせ，この世において，また来たるべき永

遠の生活において，喜びと幸福を教会員に保証す るために立

てられているのである。

たとえば，天の霊感のもとに，ブリガム ・ヤング大管長は

Ｍ ＩＡの基いをすえた。彼は教会の若人に質素倹約，基本原

則にたちかえること，世を克服 し神の戒めを守ることを呼び

かけた。

若い人々と共に働 くよう召された指導者に対して彼は言 っ

ている， 「若人一人一人に真理 と末 日の御業の偉大 さに対す

る証を確立 し，彼 らのうちにある賜物を発達 させることを，

あなたがたの主眼 としなさい。」

福音における大きな霊的祝福は神権組織を通 じてもたらさ

れる。人生の最も輝か しい祝福は主の宮居において完全なる

神権を受けることである。

しか し，そのためには多 くの助けと励ましが必 要 と され

る。人を涌養する多 くの影響力，信仰を増し証を強める無数

のこと，我々の心中に義なる望みを吹き込む多くの事柄など

これ らすべてが神か ら与え られた才能をまっとうするに役立

つために存在 している。

救いに導 くこれらの事をなす責任は主 として個人個人にあ

る。我々はみなこの世の試しの生涯を経験するために地上に

おかれている』我々は戒めを守り，世に打ちかつか否かを見

られるために，現世にいるのである。従 って我々は自らなし

得 るすべてのことをしなければならない。

我々の救いに対する次の責任は家族にかかっている。両親

は子供たちのために光や導きとなり，彼 らに福音を教えるこ

とや正 しい模範を示すことにより，光 と真理に導 くよう戒め

られている。子供たちは両親に従い，両親を敬 うように望ま

れている。

教会とその機関は家族と個人を助ける奉仕の組織を実際に

設 けている。ホーム ・ティーチャー，神権指導者，監督は天

５８

、

父の王国で永遠の生命を得るために共に努力 している人々を

導 くために任命されている。そして補助組織はこの大いなる

救いの御業を助け支えるという任を受けている。

我々はこれ ら天父の子供たちの利益と祝福のためのあらゆ

るプログラムを大いに利用することの必要性を強調 しす ぎる

ことはない。

私は，若 き世代の人々が指導者の助言 と指示を受け入れ，

心から義を求めることを切に願ってやまない。

もし我々すべてが教会のプログラムを進める際に，なすべ

きことをすべて行なうな ら，主は我々に充分な祝福と繁栄と

を与えられ，我々の働きは成功し，か くてあらゆる平安と喜

びとが現世にもまた永遠の来世にも約束されるであろう。

シオンの若人および全世界の若人のみなさんに，私はこの

末日の偉大な御業が真実のものであり，神のものなることを

証 し申 しあげる。

我々は真理を知 っていることと，主が予言者ジョセフ ・ス

ミスをなかだちとして，永遠の完全なる福音をこの末日にあ

らわしたもうたことを，すべての人々に知 らせようではない

か。

この証は聖霊に吹き込まれ，また我々の心に闘える静かで

小さなささやきによりもた らされる。

聖霊の力によって，私はイエス ・キ リス トが神の御子，世

の救い主であること，ジョセブ ・スミスは神の予言者であっ

て，た くわえおかれた福音の真理を地上 にことごとく回復す

るために全能者により召されたことを証 し申しあげる。また

末日聖徒イエス ・キリス ト教会は文字通 り地上における神の

王国であり，救いの真理を見出すことのできる所，人々が主

の聖なる神権を得て永遠の生命を結び固められる所であると

申しあげる。

証のみたまが末 日聖徒の心に満ち，我々すべてが雄々しく

証を述べ，・天父の王国にこぞって座ることができるよう祈る ‘

次第である。
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1831年2月,カ ー トラ ン ド到 着 後 の 数 か 月 間,ジ ョセ

ブ･ス ミス と妻 の エ マが 二 階 に倥 んで い た ニ ュ ー エ ル･K

･ホ イ ッ トニ ー とア ル ジ ャ ー ノ ン･シ ドニ ー･ギ ル バ ー ト

の店(現 在 は一 部 復 元 され て い る)教 会 歴 史 第1巻(英 文)

P.146に あ る,ジ ョ壱 フ･ス ミスの 到 着 に関 す る興 味 深

い 物 語 を 参 照 の こ と。

現 代 の 神 殿 と は違 って 身 代 りの儀 式 は行 な わ れ ず,礼 拝

の 目的 で 建 て られ た カー トラ ン ド神 殿 は 石 で 造 られ て お

り,輝 きを 出 す た め 小 さ な美 しい磁 器 と水 晶 を混 ぜ た し っ

くいで 上 塗 り され て い る。1836年3月 に献 堂 され て す ぐに

神 殿 で はた くさん の啓 示 を受 け た。 そ の 中 に救 い 主 や,モ

ー セ
,エ ラ イ ヤス,エ ライ ジ ャの訪 れ が あ る。

神殿か ら南へ約5キ ロメー トルのところに,神 殿建築の

時に使った石灰岩の石切 り場がある。切 り出された石や石

切 り場の名残 りが現在もある。予言者や大管長会,大 祭司

たち,長 老たちがこの石切 り場で働いた。

60

ゼ'1

轟く翻
↑S

神 殿 に 隣接 した ジ ョセ ブ通 りは,ジ ョ セ

フ･ス ミス が1833年 に カ ー トラン ド開 発 を 目

的 と して計 画 した｢シ オ ン の都｣の 名 残 りを

沈 黙 の うち に 物 語 って い る。
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屋根と壁を一部修復 したノヨノノノ家の納屋は,予

言者の時代に建てられたものてある。

最近 復 元 され た この建 物 は,副 管 長 て あ っ た ノ トニ

ー･リ ク トノ の家 て あ る
。8キ ロ北 の メ ノ タ ーて 以 前

牧 師 を して い た リク トノ副 管 長 は,多 くの 聖 徒 た ちを

教 会 に導 き入 れ た 。

堅木を用いた手製の梁は木製のくきてつなき合わせ

てあり,ノ ヨンソノ家の納屋の造 りの見事さを示 して

いる。





古代 ア メ リカ

大陸への上陸

ジ ョ ン ・ リ ア ー

ア メ リカ ・イ ン デ ィ ア ンの あ る

種 族 は， 聖 書 のヘ ブル 人 と同 じ先

祖 を持 って いた と考 え られ る。

※ ジ ョ ン ・リアー 著 １９７０年 ７月 １８日， サ

タ デ ィー ・リビ ュー 誌 「古 代 ア

メ リカ大 陸 へ の 上 陸 」

（この 記 事 は ， 非 教 会 員 に よ る

興 味 深 い 資 料 と して 読 まれ るべ

き もの で あ る）

よそ ３，５００年の昔，現存すお

るアメ リカ ・イ ンデ ィア ン

の先祖 たちは地 中海 か ら西半球へ

や って来 た。

また紀元前 ５３１年，今 ひとつ の

一団が カナ ンの地 か ら現在 のブ ラ

ジル の海岸へ た どり着 いた。

以上 のよ うな説 は，数年前 には

だれ か らも相手 にされ ることはな

か ったで あろ う。 しか し， コンチ

キ号 とい うイカダで太平洋横断の

冒険を な し遂 げた ノル ウェーの ソ

ール ・ヘ イエル ダールが，今年の

夏 には旧大陸 と新大陸の何千 年に

もわた る交通を証明 しようと，ア

シで造 った舟で大西洋横断を試 み

よ うと してい る。科学界 ではその

ことが この説 の真実 性を証 明す る

もので あるとい う意見 が もっぱ ら

にな ってい る。

昨 年の ５月に アシ舟 でモ ロツコ

の港サ フィを出港す る以前 には，

ヘ イエルダ ールは古代 の人 々が航

海 した．ことを知 らなか った。 その

情報 は，マサチ ューセ ッツ州ブ ラ

ンデ ィーズ大学 の地 中海研究学部

の主任教授 サイ ラス ・Ｈ ・ゴー ド

ンが学 問的 な雑誌 に発表 したもの

で，私 が今 この報告 を書 くにあた

って参考資料 に して いると ころで

ある。

季刊誌 「マニ ュス ク リプ ト」 に

発表 した論文 の中で， ゴー ドンは

ジ ョージア州 フォー ト・ベ ニング

に合衆国陸軍基地が開設 され ると

い う記事を書 いた。そ こには アン

ダーウ ッ ド・ミル と呼ばれ る古代

の遺跡が ある。遺跡 の 中 に は，

１９６６年の秋にバーベキ ュー用の穴

を堀 る仕事を していた フォー ト・

ベニ ング市のマ ンフレ ッ ド・メタ

カー フの心を と らえた平 らな石が

あ った。

メタカーフが穴を堀 ってい る時

に見つ けた石の １つはか っ色 を帯

びた黄色の砂岩であ った。な らん

だ穴 に石を入 れ よ うとその石 を磨

いて い くうちに， メタカー フは石

に奇妙な しる しが刻まれてい るの

に気づいた。彼 は，‘しる しは重大

な ものに違 いない と考 え， （ジ ョ

ージア州の） コロンブス美術工芸

博物館に引 き渡 さなければ と思 っ

た。

博物館 の教育調査部 門主任 ジ ョ

セ ブ ・Ｂ ・マハ ン Ｊｒ．はメ タカー

フか らこの石 を受 け取 った。 マハ

ンは，アメ リカイ ンデ ィア ンに関

す る考古学 と民族学の専門家 で，

当時 ち ょう どユチ族の文 明につ い

て研究 して いると ころで あ うた。

ユチ族 はジ ョージア州に居住 し

て いたが 故郷を追われ，ユ８３６年に

オ クラホマ州に落着いた。 マハ ン

の研究で は， このユ チ族は人種的

．にも言語 ：的にも他の インデ ィァン

とは違 っていた。ユチ 族は 自分た

ちが南か らジ ョージア州西部 に移

って来たのだ と言 ってい る。そ し

て， さ らに最初は東か らや って来

て アメ リカに到着 したのだ と言 っ

て いる。 この南 とは，東に大 西洋

を従がえた メキ シコ湾 を 意 味 す

る。

ユ チ族のあ る習慣がマハ ンの心

を特に とらえた。、それ は，種 族の

人が聖 な る収穫 の月の１５日に， そ

の文明の中心地 に巡礼 の旅 をす る

ことであ った。 ８日間 ，彼 らは木

の葉 と枝 で覆 っただけの青天 井の

仮 小屋 に住 み， その長 い遠 い道 の

りの購｝に１ま，道 中ず っと燃 や し続

６３



けてい る火のまわ りで お祭 りが行

なわれ る。 「…… ブラジルで発見

された石 は，「シ ドンの カナ ン人』

によるもの と認あ られた……」何

人 かは先 に葉をつ けた長 い枝を持

って歩 く。祝 いの中で，数度 にわ

た って何人 もの人が持 った枝 をは

げ し く振 る。
‘
マハ ンは， こ・のユチ族 の巡礼が

ヘブル人 の小屋 の祭 り （「幕 屋 の

祭 り」 あ るいは 「か りほ住 まいの

祝 い」） に 非常 に似 てい ると思 っ

た。偶然 に しては似 すぎている と

考 えた。聖書の レビ託 ２３章には，

聖な る月の１５日に始ま る ８日間の

祭 りについで 記 し℃ ある。 この期

間，人 々は茂 った枝 と木の実，青

柳で覆 っただ けゐ青天井 の仮小屋

に住む。 レ ビ記２３章２７節 にはユ チ

族 の火 に似 た ことが述べ られて い

る。

現在 ゴダヤ人 は， この仮小屋 の

祭 りで火 を使 わな く．な っている。

しか し，．枝 を振 る儀式 や巡礼 な ど

その他 はす べてユチ族が行 な って

い る．ことと同 じで あ る。

メ タカ」 フが フォ学 ト・ベニ ン

グの古い水車場 の遺跡で見 つけた

右 を持 って来た時 ／マハ ンの頭 に

は以上のよ うな資 料が入 っていた

わ けで ある。ユチ族 がヘ ブル人 と

先祖を同 じくす ると した ら，メ タ

カーフの石 に刻まれた しる しは，

この不思議 なインデ ィアン種族 が

地 中海 か らジ ョー ジア州 にや って

来た次第を知 る手が か りにな りは

しないだ ろ うか。

１９６８年 の春頃 になる と， メタカ

ー フは石 についそ あれ これ と考 え

るよ うにな り， とうとうじつとし

てい られない気持 ちで； ブ ランデ

６４

イーズ大学の ゴー ド．ン教授 に石 の

鋳型を送 った。 ゴー ドンは石 に刻

まれた しる しを， ミノス人の使 っ

て いた文字 に合わせて みた。 この

ミノス文 明は， およそ ３，５００年以

前 の青銅器時代 に， クレタ島の ク

ノスを 中心 に栄 えた。

石 に刻 まれ た文字 を 調 べ た 結

果， ゴー ドンは ミノス人 の書体 と

の間 に類似点 がある と結論 を下 し

た。彼 は次 のよ うに言 っている。

「左下 の方 にあ る ２重 おのは明

らかに ミノス文明を思 わせ るもの

であ る。縦 の １本線 は， エーゲ文

明の文字で数字の ｒ１」 を表 わす

縦線を連想 させ る。 そ して，小 さ

な輪は 『１００』を表 わす。 左上 か

ら３つ 目のひ げのつ いた輪 は太 陽

を表わす文字で あると思われ るが

大 きな数字す なわ ち ｒ１，０００』や

『１０，０００』を表わす と言 った方が

適切で あろ う。 ミノス文 明の方で

４本 ひげのつ いた輪 は 『１，０００』

と同 じである。 メタカー フ石 には

７本 のひげがつ いて いるが， も し

『１，０００』 とい う単位で ない とす

れば， それ はおそ ら く 『１０，００Ｃ…

…』 とい う数字を表 わす ので あろ

う。」

最後 の行 に ２重 おの と，全体 の

６０分の １を表 わす ミノス文明の分

数 と，型銅が記 されたその書 き物

は家財 目録か も しれない とい う印

象を受 けた。彼は， 「約 １ポ ン ド

の重 さの銅製の ２重 おの」 と解釈

す るのだ ろ うと考えたが， 「ただ

め仮説 たす ぎな い」 と発表 した。

．ゴー ドンは「ユ チ族の手がが．りと

な る言葉 を研究 した。知れ る限 り

の言語を調べて も何 もつなが りを

見 出せ なか ろたたあ，彼 はダダカ

一 フ石 の言語学 的証 明は出さず に

「エーゲ文明の文字 に 関 係 が あ

る」 とだ け書 いた。

「マニ ュス ク リフ。ト」誌 に論文

が載 った後昨年の ２月に，彼 はチ

ェコスロバキアのプ ラハ大学 でセ

ム語を研究 してい るス タニ・ス ラフ

・セゲル ト教授 に石 の鋳型 を送 る

機会が あ った。教授は この文字を

紀元前 １千年代の ものであ ると認

め， 当時 工一ゲ文明では文字がそ

のまま音節を表わす音節文字か ら

アル ファベ ッ トに変わ ってい った

時代で ある と述べた。

セゲル ト教授 は国際的 に評判の

保 守的な言語学者で あ り，彼が メ

タカー フ石 を証 明 した こ とで ゴー

ドンがな した新 しい発見 はさ らに

確証 されるに到 った。 これ よ り以

前 に， ピエール ・オノレ とい う人

が著書 「白神の探究」（１９６４年 ニ ュ

ー ヨー ク） の中で， ミノス文 明 と

マヤ文明の文字 の類似点 を指摘 し

てい る。 メタカー フ石 とオ ノレの

意見 とは別 に， クレタ文明の フ ァ

イス トス （古代 クレタ島の都） の

円盤 とアズテ ク文明の象形文字 と

の間 に類似点があげ られ る。 これ

はノル ウ ェーの マグナス ・グロデ

ィーか ら出され， ゴー ドンの注意

を引いた。

ゴー ドンは 「マニ ュ ス ク リ プ

ト」誌 の中で，古代 工一ゲ文明 の

文字 が メキ シコ湾 の ３つ の地域 の

ものに近 い とい うことが， 「紀元

前 １千 年代 の中頃，青銅器時代 の

大西 洋をは さんだ地 中海 と新世界

の交 通を物語 る」 と書 いてい る。

さ らに続 けて こう記 して い る。

「読者 は， 古代 において旧世界

と新世界のつなが りが上 に記 され



た資料だ けに限 られて いる とい う

印象 を抱 いて はな らない。 あ らゆ

る方面 か らの事実が あ って こそ，

古代 アメ リカ文 明が東西 の海を越

えた交通 によ り刺激を受 けて きた

とい う同様 の一般的 な結論 に到 る

ので ある。 その中で も，地 中海 と

の交通 は特 に創造的 な意味を持 っ

ていた。 この ことは，紀元 ３００年

以前 の中央 アメ リカで は， アメ リ

カ ・イ ンデ ィア ンを彫刻 の像 に表

わ した ものがひ とつ もない とい う

ア レクサ ンダー ・フォン ・ウーテ

ナ ウの発見 によ り，実証 されて い

る。 （像 は）極東 の人 々やア フ リカ

の黒 人，その他地 中海地方 の人 々

特にセ ム人 に限 られている。」

ゴー ドンは，１８７２年にあ る人 か

らリオデ ジャネ イ・ロの歴史研究所

に， 自分の奴隷 がパ ライバ に近 い

ポ ウソ，アル トの農 園で刻 まれ た

石 を見つ けた とい う手紙 と共 に，
．カナン人の文字 の写 しが送 られ て

きた ことについて，ダイア ログ誌

に述べてい る。ブ ラジルにはパ ラ

イバ とい う場所が ２カ所 あ り， １

つは リオデジ ャネイ ロの近 くで，

も う１つはア フ リカに向か って東

に突 き出た ブラジルの北 部をかな

り入 った所であ る。 ２つの場所 が

まぎ らわ しいたあ，石 は発見 され

て いな い。 しか し現 在 リオの法律

学者 エスタニ スラウ ・ベ ラがパ ラ

イバの南で探 してい る。

１９６８年 に， マサチ ューセ ッツ大

学の ジ ュールス ・ピカス教授 は，

１８７４年 に写 された未 発表 の ブラジ

ルの書 き物を見 つけた。 そ こで彼

はゼ ロ ックスの コピーを取 ってゴ

ー ドンに送 り，’意見 を求 めた。 ゴ

ー ドンはその写 しか ら， １８７０年代

メ キ シ コ
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盤 に記された クレタ文明
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の学者 にはわか らな か ったが以後

段 々 と明 らか にな って きた資料 を

た くさん見 出 し，写 しが確かな も

ので あるとい う証 拠 とみな した。

そ して刻 まれた文字が次の ３つ の

点で，埋葬用碑 文 とは違 った型 で

何かを記 念 した書 き物 であ るとし

た。著者 を示す序 文 と記念すべ き

事柄 を述べた本文，そ して 神の恵

みを願 う終 りの文の ３つ である。

彼は次のよ うに翻訳 してい る。

「我 々はマー カンタイル王 の市

か ら来た シ ドンの カナ ン 入 で あ

る。我 々は山 々の国， この遠 い岸

辺 に打 ち上 げ られ た。我 らの強大

な る王ハ イラムの１９年に，天 の神

々と女 神たちに １入 の若者を いけ

にえ として捧 げ，エチオ ンギバ ー１

か ら紅海 に向けて船 出 した。１０隻

の船で海 に出て， ２年 の間 アフ リ

カ周辺 を航海 した。．それ か ら我 々

はバ ール （異教 の神） の手 によ っ

て引 き離 され， もはや仲間た ち と

一 緒 になる ことは なか った。そ こ

で我 々１２人 の男 と３人の女は， こ

の 「新 しい岸辺」 にた ど り着 い

た。船 の隊長で ある私が逃げ る男

で あろ うか。否。天の神 々と女神

た ち とが我 々を充分 に恵みた もう

よ う。」

ゴー ドンの説 によると， ここで

言われて いるハ イラム王はハ イラ

ム １世 （紀元前 ９００年代） ではな

く１．が イ ラム皿世 （紀 元前 ５５３～

５３３年）の ことで ある。 彼の治世

１９年に本々が故郷を船出 したとい

うこ とか ら，船 出の年 は 紀 元 前

５３４年だ った と言 え るｂ２年 と少 し

経て船が ブラジル（「新 しい岸辺」）

に着いだ年は，紀 元前 ５３１年で あ

った。 塾

「そ…こで」 とゴー ドンは次 のよ

６６

うに結 論の言葉 を続 けてい る。

「我 々は，紀 元前 ５００年代 に１５人

の人を乗せ た １隻 の船 が カナ ンか

ら出て，大西洋 を渡 った ことを知

るので あ る。」

「バ ール の手 か ら」 とは 「神 の

なせ るわざによ り」 とい う意味で

あ り， かな らず しも大洋横断が嵐

のため とい う偶然 の出来事 か ら起

きたので はな い とゴー ドンは注釈

して いる。 また どの船が アメ リカ

に向けて 出航す るかを決め るため

に， くじ引きが行なわれた ことで

あろ う。

カナン人 とは どんな人 々で あろ

うか。 ゴー ドンの説 明によると，

聖書のヘ ブル書では この言葉が ２

つ の意味を もつ とい う。 「普通名

詞 と しては 『商人』 とい う意味に

な り，固有名詞では フェニキ ア人

やヘ ブル入，エ ドム人，モ アブ人

その他を含み， レバ ノン， シ リア

パ レス チナに住む言語 的につなが ・

りのあ る 入 々の一団を言 う。」 ゴ

ー ドンは，決 ま りきった型 に，はあ

て人 々を想像 す るとい うよ くあ る

誤 りを警告 してい る。 フェニキア

人は皆船 に乗 っていた と考 え られ

てい るが，事実職 人や農夫 もかな

りいたのであ る。 ヘブル人 は 「よ

くエホバの神 を信ず る海 に うとい

者 と考 え られ てい るが，聖書で は

３つの支族 （ダ ン， アセル， ゼブ 幽

ル ン） が海 に出だ ことを記 して い

る。（創世記４９：１３，．士 師記５：１７）」

ヘブル人 はブ ラジル遠征 に出た

ので あろ うが，書 かれた物 か らは

「今 だに証 明∫ されて いな い とゴ

ー ドンは書 いて いる。 カナ ンの言

語共同体 には， エホバの神を信ず

る者 とバ ール の神を信ず る者 とが

いた。発見 された書 き物にはバ ー

ルの神について書 いてあ るが， エ

ホバ につ いては書 いて いない。

これ ら古代 の船乗 りた ちが カナ

ンの地 か らアメ リカへ 向けて航海

す るのに使 った舟 が どんな もので

あるか， それ は今 もら て 謎 で あ

る。 多 くの聖句 か ら，ヘ ブル人 や

その商売相手 たちが いつ も長 い航

海用 に レバ ノ ンの杉を求 あて いた

ことがわか る。 ソール ・ヘ イエル

ダールは，偶然に しろあ るいは計

画的 に しろ， アシで造 った舟で大

西洋横断を行な うことはで きた と

い う信念を主張 してい る。

昨年，ヘ イエルダールはエジプ

トのギザの ピラ ミッ ドの後方で，

長 さ約 １５メー・トル，幅約 ４．８メー

トル，底の厚 さが約 １メー トル３５

セ ンチもある白鳥 て型 ど った アシ

のか ごを造 った。１９６９年 ５，月，各

国か ら集 めた ７人 の乗組 員 と共 に

彼は この船で大西洋の港モ ロ ッコ

のサ ラィか ら出航 した。エジプ ト

の太陽 の神にちなんで ラー号 と名

づ け られ た このアシ舟 は，バ ルバ

ドスを １週 間ほど，約 ４，３２０キ ロ

航海 し た だ け で設計上 の誤 りか

ら，ゴ計画 を中止 しなければな らな

か った。

自論を確信 して いるヘ イエル ダ

ール は，今年 はも う少 し小 さいア

シ舟を，サ フィの高官 タイプ ・ア

マ ラの中庭で造 り上 げた。 ５月１７

日， ヘイエルダ ールは夏の終 りま

で にユ カタンに着 くととを期待 し

なが ら，国連の旗を掲 げ，再 び各

国 の乗組員を集 めた。 この船 で航

海 の途に着いたのであ る。

１』． エ チ オ ン’・ギ バ ー 古 代 エ ドムの 都

（現 代 の テ ル ・エ ル ・か リフ ジ

の村 と推 測 され る）



フェニ キ ア人 に

心 ひか れ て

くの教 会員 は， コ ロ ンブ ス以 前

多
に新旧大陸間に交通があったと

いう事実を立証しようと，最近いろい

ろな試みがなされていることをよく知

っている。

これ らの試みの中で最も有名 な の

は， ノルウェーの勇猛果敢な船乗 りで

あり科学者であるソール ・ヘイエルダ

ールが，・ラー号 １世 （１９６９年） とラー

号 豆世 （１９７０年） と名づけたアシ舟で

アフリカ大西洋岸のモロッコからはる

か南アメリカの北岸バルバ ドス島に向

けた勇壮な航海である。読者 も，１９４７

年にヘイエルダールがコンチキ号で航

海 したことをよくおぼえておられるだ

ろう。この航海で彼は，スペイン人が

南アメリカの西岸 にやって来た時に使

ったとして知られている船を造 って，

太平洋横断の可能性を実証 した。彼が

１９６９年と１９７０年に行なった試みにより

地中海沿岸に住んだ古代文明の人々は

古代 エジプ トの墓の壁画に描かれてい

る形 に似せて造った船で，大西洋を横

断してアメリカに渡 ることが可能であ

ったと現在はっきりして い る。 しか

し，古代の人間の数々の横断を想像 し

て他 にもいろいろと調査 している例が

あるが，それらの溌力 も共に注 目に価

すると思われる。ニューメキシコのサ

ロ ス ・Ｔ ・ク リス チ ャ ン セ ン博 士

（コロンブス以前の古代新大陸への横断に関する新 しい証拠）

ン タ フ ェで は ， １９６８年 ア メ リカ考 古 学

協 会 年 次 大 会 の 席上 ， 特 別 な 呼 び物 と

して 大 陸 間 の 交通 に 関 す る研 究 会 が 開

か れ た 。 研究 会 で 発 表 予定 の２８の論 文

の 大半 は ，大 西 洋 か 太 平洋 か の どち ら

か を 横 断 して新 旧 大 陸 間 に交 通 が もた

れ た とい う問 題 と直 接 に 関連 あ る もの

で あ った 。 テー マ と して発 表 され た の

は 次 の よ うな もの で あ る。 舟 と い か

だ 。 トウ モ ロ コ シ， 豆， カボ チ ャ， コ

コ ナ ッ ツ， さつ ま い も， 綿 ， ひ ょ うた

ん， ニ ワ鳥， 陶磁 器 類 の大 陸 へ の横 断

の旅 。 ビ ン ラ ン ド。 ケ トサ ル コー トル

（アズ テ ク族 の主 神 ）。 デ ィフ ユ ー ジ

ョニ ズ ム （散 布 説 ）１とイ ンデ ィペ ンデ

ン ト ・’インベ ン シ ョニ ズ ム （独 立発 見

説 ） の 論 争 。

中 で も末 日聖徒 で あ るジ ョ ン ・Ｌ ・

ソ レ ン セ ン博 士 が， １４０項 目 に わ た っ

て 大 陸 間 交 通 の特 徴 を あ げ， ２１の種 類

に 分類 した論 文 は 意 味深 い もの で あ っ

た 。 彼 は こ う結論 を下 して い る。 「中

央 ア メ リカ２文 明 は ，多 くの 点 で近 東 に

源 を 発 して い る。」

現 在 出 て い る証 拠 で は， コ ロ ンブ ス

以前 の ２つ の半 球 に ま た が る交 通 で大

きな役 割 を果 た して い るの は フ ェニ キ

ア人 で あ る と考 え られ る。 この学 説 か

ら， あ る学者 た ち は フ ェニ キ ア人 の文

明に大いに関心を寄 せ，古代における

大西洋横断を証明する証拠を非常に知

りたがっている。

末日聖徒 も，聖書 とモルモン経の両

方か らこの事実に興味を覚える必要が

ある。事実，後者のモルモン経に出て

くるミュレク人は大体人種的にフェニ

キア人と同 じ起源であるという可能性

が強い。

では一体 フェニキア人 とはどんな人

たちで，聖書やモルモン経に出て くる

人 々とどんな関係があるのだろうか。

フェニキア人の文明は，セム族に属 し

その原語は先祖のヘブライ語に一致す

る。またパレスチナ北部からキプロス

島の対岸に当る地点まで，地中海の東

海岸沿いに本拠地を置 き， カナンとし

て知られた地に住んでいた人々の １派

である。歴史的に見て，彼 らはカナン

人 と考えられるし，そう呼 ば れ て い

た。現在レバノンの人々はおそらく彼

らの最 も純粋な子孫であろラ。紀元 ７

世紀頃に回教徒に征服 されて言語はア

ラビア語ではあるが， レバノンの人々

は自分たちが正真正銘 フェニキア人で

あるという自覚をもっている。

聖書 にはフェニキア人に関すること

が数多 く載 っている。最 も参考になる

聖句は列王記，歴代志，エゼキエル書
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に見 られ る。 ツ ロの ヒ ラム王 と イ ス ラ

エ ル の ダ ビデ お よ び ソ ロモ ン王 とのす

ば ら しい友 情 を思 い 出 して い た だ き た

い。 ツ ロは 当 時 フ ェニ キ ア人 の最 も大

きな王 国 で あ り， ツ ロ入 お よ び シ ドン

人 （フ ェニ キ アの も う １つ の大 き な都

市 で あ る シ ドンの人 々） とい う言 葉 は

フ ェニ キ ア人 と同意 語 で あ った。

「… … レバ ノ ンの人 々 は 自分 た ちが

正 真 正 銘 フ エニ キ ア人 で あ る とい う 自

覚 を も って い る …．…」

ウ ィ リア ム ・Ｆ ・ア ル ブ ライ ト博 士

が最 近 発 表 した こ とに よ る と， フ ェ ニ

キ ア人 が地 中 海 地 方 を遠 征 し， 植 民 地

を開 発 した全 盛 時 代 は， ダ ビデ王 が 紀

元 前 ９９０年 に ペ リシ テ王 国 を滅 ぼ した

直 後 に始 ま っ た と い う。 王 国が 滅 ぼ さ

れ た こと に伴 い， イ ス ラエ ルだ けで な

くフ ェニ キ ア も 自 由 の地 と な った の で

あ る。 いず れ の場 合 にせ よ この 後 す ぐ

に， 地 中 海 だ けで な く遠 く西 の スペ イ

ンまで フ ェ ニ キ ア人 の活 動 が お よん だ

こと が は っ き り して い る。

後 に， ア ッシ リアの 王 サ ー ゴ ン 皿世

が 紀 元 前 ７２１年 頃 にイ ス ラエ ル の 北 部

良 族 を 奴 隷 と して 引 いて 行 く時 に， フ

ェ ニ キ ア人 も一 緒 に征 服 し た の で あ

る。・以 後 フ ェ エキ ア人 は 再 び 力 を 得 る

こ と はな か った 。 しか し， 紀 元 前 ５７２

年 にバ ビ ロ ンの 王 ネ ブ カデ ネザ ル が エ

ル サ レムを 滅 ぼ した 直 後 に フ ェニ キ ア

を 征 服 して か ら， 彼 らは 自由 な 民 とな

った 。

以 上 の よ うな 聖 書 の 簡 単 な 背景 と共

に， モル モ ン経 の 中 の可 能 性 に つ い て

少 し考 え て み よ う。 ニ ー フ ァイ人 の聖

典 には ， 古 代近 東 か ら ３つ の 異 な った

民 が や って 来 た こ とに つ い て記 して い

６８

る。 す な わ ち ジ ェ レ ドとそ の兄 弟 ， リ

ーハ イ そ して ミ
ュ レ クの ３つ の民 で あ

る。 この 「ミュ レ ク人 」 とは一 体 どん

な人 々な の か 。 モ ル モ ンは この子 孫 た

ちを 「ゼ ラヘ ム ラの民 」 （オ ム ナ ・ｆ１

：１４） と言 って い るが， い った い どん

な人 た ち な の だ ろ うか。 聖 書 の著 者 た

ちに は 名 の 知 れ な か った ゼ デ キ ヤ王 の

若 き息子 ミュ レ クが バ ビ ロ ンの怒 りを

ま ぬ が れ た とい う彼 自身 に つ い て の話

以外 に聖 典 に は何 の答 え もの っ て い な

い。 彼 は もち ろん ダ ビデ の家 に属 す る

ユ ダ ヤ人 で あ った。 しか し， 彼 の移 民

団 とは どん な人 々 な の だ ろ うか 。

も しあ な た が王 家 の若 き王 子 の後 見

人 と して王 子 の命 を守 るよ う言 いつ か

って お り， 王 の他 の息 子 た ち は集 め ら

れ て 父親 の前 で殺 され た こ とを知 っ た

とす る。 さ らに王 の最 後 に見 る もの が

自分 の血 肉 の死 とな るよ うそ の 目を つ

ぶ され た と した ら， あ な た は思 い切 っ

た行 動 に 出 るに違 い な い。 （列 王紀

２５：７， エ レ ミヤ３９：６～ ７参 照 ）

も し海 を渡 って 国 を去 ろ うと した ら

だれ の助 け を求 め るだ ろ うか 。 当時 最

も卓 越 した船 乗 り とは だれ で あ ろ う

か。 フェ ニ キ ア人 で あ る。 紀 元 前 約

６６０年 頃 ， ア フ リカー大 陸 を 歴 史上 初 め

て周 航 した の は， フ ェ ニ キ ア人 で あ っ

た。 これ は ゼ デ ギ ヤ の生 きて い た時 代

に， エ ジ プ トの パ ロ， ネ コ 正世 の指 揮

の も とに行 な われ た。 ６ 世 紀 以 後 １

１４９８年 に ポ ル トガ ル の航 海 者 バ ス コ ・

ダ ・ガ マ が航 海 す る まで の ２，０００年 間

とい うも の は，・そ の よ うな大 き な こ と

は何 ひ と つ行 な われ なか っ た。

も ち ろ ん， ミュ レクが フ ェ ニ キ ア人

の船 乗 りの助 けを 受 けて 脱 出 した と い

うの は仮 説 に す ぎ な い が， こ の見 解 は

モル モ ン経 に 出 て来 る大 き な水 路 の名

が シ ドン川 とい う こ とを考 え て みて も

事 の 本 質 を つ い て い る と思 う。 実 際 の

と ころ， シ ドン川 は記 録 に あ る唯 一 の

川 で あ る。 ニ ー フ ァイ人 は なぜ 自分 た

ち の 主要 水 路 に， フ ェニ キ ア人 の本 拠

地 の 首都 で あ る シ ドンと い う名 をつ け

た の だ ろ うか 。 そ の答 え と して ， お そ

ら くニ ー フ ァイ が そ の 名前 をつ け た の

で は な く， ミュ レ ク人 が そ う した の だ

と言 え よ う。 ニ ー フ ァイ人 の記 録 で 初

め て シ ドン とい う名 が 出 て い る の は，

モ ー サ ヤ王 が紀 元 前 ２００年 頃 に そ の民

を 山 の王 国 か ら連 れ 出 して ゼ ラヘ ム ラ

の都 を見 つ け た時 の ことで あ っ た。

オ ム ナィ は （１７， １８節 ） 新 し く発 見

され た ミュ レ ク人 と接 す るた め に， ニ

ー フ ァイ人 の言 葉 を教 え る まで の歳 月

の経 過 が あ っ た と記 録 して い る。 それ

は， ４世 紀 に わ た る交 通 の しゃ断 で ，

共 に ヘ ブ ライ語 か ら発 して い る と思 わ

れ る ２つ の言 語 が著 しい違 いを 生 じた

こ とを意 味 して い る。 しか し， ミュ レ

ク人 の原 語 が ヘ ブ ライ語 で は な くフ ェ

ニ キ ア の も の で あ っ た と考 え る の は核

心 に近 い と思 われ る。 ヘ ブ ラ イ語 に非

常 に似 て は い て も， 紀 元 前 ６００年 に は

は っき りと わ か る程 に違 いが 生 じて い

た の で あ る。 ４００年 を 経 て ， ２つ の 言

語 は互 い に通 じ合 わ な い まで に それ ぞ

れ の場 で変 化 して い っ た。

モ ル モ ン経 （ア ル マ６３章 ） に あ るハ

ゴ ツ の話 と， フ ェ ニ キ ア人 と カ ー セ ー

ジ に お け る そ の子 孫 た ちの 歴 史 には ，

き わ立 っ た類 似 点 が 見 られ る。 ハ ゴ ツ

が取 った 海 路 に よ る移 住 方 法 は ，古 代

イ ス ラ エ ル人 の問 で は 見 られ な い こ と



で あ った 。 しか し フ ェニ キア人 の 間 で

は 行 な わ れ て い た こ とで， フ ェニ キ ア

人 の海 に対 す る心 が ま え や態 度 は紀 元

前 ５５年 頃， 少 な くと もハ ゴ ツ の時 代 ま

で の何 世紀 か に わ た って ミュ レ ク人 の

間 に続 い て い た と考 え られ る。

モル モ ン経 の 中 に見 出 され る興 味 深

い フ ェニ キ ア人 の特 徴 を別 に して も，

フ ェニ キ ア人 の船 乗 りた ちが 大 体 紀 元

前 １，０００年 か ら５００年 の間 ， す な わ ち そ

の全 盛 期 に新 大 陸 の他 の場 所 に着 い た

と い う可 能 性 は段 々強 くな って い る。

事 実 ， ニ ュ ー イ ング ラン ドか らブ ラ ジ

ル に到 る まで ， フ ェ ニ キ ア人 の 刻 ん だ

と思 わ れ る遺 跡 を地 図 の上 に数 多 く見

出 す こ とが で き る。 しか し大 西 洋 岸 に

発 見 され て い る これ らの書 き物 は， 恐

ら くモ ル モ ン経 の人 々 とは関 係 な い の

で あ ろ う。 それ は， ニ ー フ ァイ人 の聖

典 とは 関係 な く他 の旅 行 者 が訪 れ た こ

とを は っ き り と示 して い る。

！８７２年 に ブ ラジ ル で見 つか っ た パ ラ

ィ バ の書 き物 は， そ の驚 くべ き例 で あ

る。 この記 念 す べ き書 き物 は フ ェ ニ キ

ア人 の言 葉 で記 され て い た。 それ は シ

ドンを 出発 し， 紅 海 に向 けて ア フ リカ

を 右 ま わ りに航 海 した船 が 仲 間 の ９隻

の船 と南 大 西 洋 で 離 れ 離 れ に な り， お

そ ら くホ アオ， ペ ソア近 くの南 ア メ リ

カ東 端 に上 陸 した と思 わ れ る一 団 の航

海 に つ い て書 か れ て あ った。 ブ ラン デ

ィー ズ 大学 の サ イ ラス ・Ｈ ・ゴ ー ドン

博 士 が １９６８年 に始 め た研 究 に よ ると，

パ ラ・イバ の書 き物 に は 実 際 に近 東 か ら

古 代 ア メ リ カに航 海 した こ とが は っ き

り と記 され て い て， 出発 と上 陸 の 日付

と場 所 ま で正 確 に知 る こと が で き る の

で あ る。 紀 元 前 ５３４年 ， シ ドン にて 乗

船 。 紀 元 前 ５３１年 ， ブ ラジル の海 岸 に

上 陸 とい うよ うに。 モル モ ン経 と は関

連 な い よ うに思 え るが ， こ の航 海 が リ

ー ハ イ や ミュ レク， そ して 偶 然 に もエ



ジ プ トの ネ コ と同 じ世 紀 に起 こ って い

る こ とに注 目 され た い。

フ ェニ キ ア人 に もモ ル モ ン経 に も全

く関係 は な い が， お も しろ い こ と に ニ

ュー ハ ン プ シ ャー南 部 の ノー ス ・サ レ

ムに近 い樹 木 の う っそ う と茂 っ た地 域

・に ミス テ リー ・ヒル （謎 の丘 ） と呼 ば

れ る場 所 が あ る こ とが発 見 され た ので

あ る。 ニ ュー イ ング ラ ン ドの７５箇 所 以

上 もの地 で， 似 た よ うな荒 削 りの石 細

工 に よ る建 物 が見 つ か った。 これ ら謎

の遺 跡 に 目立 つ特 徴 は， 持 出 しの つ い

た天 井 と 「ハ チの巣 型 」 の 屋 根 で あ

る。

ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの遺 跡 は イ ン デ

ィア ンが 建 て た と い う人 が い るが ， そ

れ は イ ンデ ィア ン の文 化 に全 然 通 じて

い な い人 の言 葉 で あ る。 ま た英 国 の血

を引 く初 期 の ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの農

民 が建 て た の だ と言 う人 も い る。 しか

し， 移 民 して き た農 民 た ち が後 年 に な

って 馬小 屋 や野 菜 の貯 蔵 庫 と して そ の

建物 を使 っ て残 した とは い え， 彼 らが

始 め て建 て た の で は な い こと は は っ き

り して い る。 この奇 妙 な遺 跡 は， 建 築

様 式 か ら見 て も英 国 的 とは言 え な い の

で あ る。 あ る作 家 は， ミス テ リー ・ヒ

ル が バ イ キ ン グか ら逃 れ た アイ ル ラ ン

ド僧 の 一 団 の 手 に よ る もの だ と信 じて

い た。 ア イル ラ ン ド僧 は 遺 跡 の あ る地

に住 ん で い ただ けで ， 彼 らが 建 て た の

で は な い と信 じて い る作 家 も いた 。

しか し， 以 上 の よ うな説 明 は ひ とつ

と して合 点 が いか な い。 最 近 ， 放 射 性

炭 素 に よ る年 代 の測 定 で か な りは っ き

り して きた。 ミス テ リー ・ヒル は紀 元

前 １０００年 頃 の もの で あ っ た ら し く， 青

銅 器 時 代 の 西 ヨー ロ ッパ に あ った 「巨

７０

石 文 明」 に関 係 あ る移 民 た ちが ， 大 西

洋 を横 断 した と い う証 拠 に な る。

１９７０年 ７月 １８日 の 「サ タ デ ィー ・リ

ビ ュー」 紙 に， 「古 代 ア メ リカ大 陸 へ

の上 陸 ：ア メ リ カイ ンデ ィア ン の あ る

種 族 は， 聖 書 の ヘ ブ ル人 と同 じ先 祖 を

持 って い た と 考 え られ る 。」 と い う題

で ジ ョ ン ・リァー氏 が記 事 を書 い て い

る。彼 は そ の 中 で， ジ ョセ ブ ・Ｂ ・マ

ハ ン， Ｊｒ． に よ るジ ョー ジ ア州 ユ チ族

の研 究 成 果 とサ イ ラス ・Ｈ ・ゴ ー ドン

に よ る ブ ラ ジル で 見 つ か った フ ェニ キ

ア人 の 書 き物 の 再 研究 ， そ して ソー ル

・ヘ イ エル ダ ール に よ る ア シ舟 で の 大

西 洋 横 断 の成 功 な ど， た くさん の 証拠

と な る も のを 発 表 して い る。 著 者 は ，

「この よ うな研 究 に基 づ いた確 か な結

論 も， 数 年 前 に は ｒだ れ か らも相 手 に

され なか っ たで あ ろ う』。」 と述 べ て い

た。 しか し， 今 年 の夏 ま だヘ イエ ル ダ

ー ル が洋 上 に い る間 に， リア ーは 論 文

の 中 で 「科 学 界 で は この説 の真 実 性 を

証 明す る もので あ る とい う意 見 が も っ

ぱ らに な って い る。」 と書 いて い る。

そ して彼 の記 事 を読 む と， 彼 のみ な ら ．

ず科 学 界 の 多 くの人 々 が現 在 まで の進

歩 に深 い感 銘 を お ぼ え て い るの が わか

る。

これ は 末 日聖 徒 に と って どん な意 味

が あ る のだ ろ うか 。 新 しく出 て くる証

拠 は聖 徒 た ちを 喜 ば せ る もの で あ る。

１００年 以 上 に もわ た、って， 聖 徒 た ちは

以 上 の よ うな ことを 主 張 して き た に も

か か わ らず ， 世 界 か らも あ る い は学 者

た ち か ら も 「相 手 に され 」 なか っ た。

今 や， コ ロ ンブ ス以 前 に古 代 東 方 か ら

人 々が渡 って き た とい う説 も科 学 的 に

立 派 な もの とな りつ つ あ る。 この説 を

、

支持する発見が数多 くなされ， モルモ

ン経に出て くる人々と関連はな くとも

末 日聖徒が信ずるジェレド人， リーハ

イ人， ミュレク人の新大陸への渡来は

２０世紀になって初めて学者が受け入れ

つつある説 と一致するのである。予言

者ジョセブ ・スミスも，昨今の出来事

の移 り変わりと学者たちのそれに対す

る反応に， きっと大きな関心を寄せて

いるに違いない。

１， デ ィ フ ユ ージ ョニ ズ ム （散 布説 ）

一 人 類 学 上 の理 論 ：文 明 の類 １

似 点 が 広 く分散 して い るの は

歴 史 的 に交 通 が あ った証 拠 で

あ る とす る理 論 。

２， 中 央 ア メ リカ

ー 北 米 の北 部 中 央 か らニ カ ラ

グ ア に いた るま で の 地域 。

ロス ・Ｔ ・ク リス チ ャ シセ ン博 士 は

ブ リガ ム ・ヤ ≧ グ大学 で考 古 学 と人

類 学 を担 当 し， １９６８～ ６９年 に か け て

フ ェニ キ ア文 明 の 研究 を手 が け て き

た 。 オ レ ム３５ワ ー ド部 で は 福音 の教

義 ク ラ スを 教 え て い る。

※ この フ ェ．ニ キ ア人 と ミュ レ ク人 に関

す る仮 説 の 主要 概 念 は， 数 年 前 に ジ ョ

ン ・Ｌ ・ソ レ ン セ ン博 士 と話 した 時 に

得 た も ので あ る。私 の知 る限 りで は，

こ の件 に関 して 最 初 に印 刷 物 に発 表 さ

れ た の は， イ ン プル ー ブ メ ン ト ・エ ラ

誌 （１９５７年 ５月 号 ） 第 ６０巻 ， Ｐ．３３０～

３３１で あ る。 ソ レ ン セ ン博 士 は ， ブ リ

ガ ム ・ヤ ング大 学 の学 生 の こ ろ， 考 古

学 の教 授 で あ っ たＭ ・ウ ェル ス ・ジ ェ

イ クマ ン氏 か らエ ラ誌 を手 に入 れ た の

で あ ろ う。



ゆ び に ん ぎ ょ う．

マ リ ア ン ・マ イ ナ ー ：作

ドロ シ ー ・ワ グ ス タ フ ：絵

色 を ぬ り

切 り と っ て

た た ん で

の り を つ け て

しば い を 作 り

じぶ んだけのにんぎ

ょうげ きをや って み

て下 さい。

じぶんで も作 ってや って

みて下 さい。
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ゆびを と うして楽 しん

で下 さい。

墾 ・ 子供の ペー ジ ９．



ネ ブ少 年 の マー ク
ロ ザ リ ー ・Ｗ ・ ド ス

「 あ
， も っ と早 くや って くれ ．／」 と カ レブ じい さん は

さ 大 声 で さけ び 糞 した
。

「さっ さ と しな い と粘 土 がか わ いて しま うそ ／」 と じい さ

ん は， ワ ラ とまぜ るた め に， 大 き な バ ケ ツ に は い っ た 粘 土

を， た るに い れ ま した。

、．ネ ブ， ヨ ラ ム， ル シ ア ス は， 足 ぶ み を しなが ら粘 土 と ワ ラ

を ま ぜ ま した。 よ くま ぜ て か ら， 手 で こね ， それ か ら粘 土 を

小 さ くち ぎ り， い型 に いれ て， レン ガ の形 に造 りま した。

三 人 の 少年 とカ レブ じい さ ん は， パ レス チ ナで 長 い間 レン

ガ工 場 を け い え い して い るハ ー マ ン さん の と こ ろで， はた ら

い て い ま した。 少 年 た ち は， レ ンガ造 りの見 習 い と して きて

い ま した。 レ ンガ造 りは， つ らい うえ に， とて も きた な い仕

事 で す。 レ ンガ は， 粘 土 が しめ って い る うち に， 手 早 く造 ら

な け れ ば な りませ ん。 粘 土 を い型 に いれ て か らは ， 日 あた り

の よ い と ころ に， 一 列 に な らべ て ほ します 。

ち ょ う ど， 五 列 め の レン ガが 並 べ られ た と き， ハ ー マ ン さ

ん が工 場 に つ きま した。 彼 は， ほ して あ る レン ガ の列 の あ い

だ を 歩 い て い ま した が， と つぜ ん立 ち ど ま りま した。 ハ ー マ

ン さん は， ふ ち が ば らば らに な りは じめ た数 個 の レン ガを ゆ

び さ して，

「ど この建 築 家 が こん な レ ンガ を買 って くれ る のか
．／」 と ど

な りま した。

「じぶ ん の仕 事 に もっ とほ こ りを持 って や らな けれ ば
， し ょ

うが い見 習 い で終 って し ま うそ ／」 ハ ー マ ン さん が い って し

ま う と， ヨ ラ ムは

「ハ ー マ ン さん た ら
， ぼ くた ち に と て もせ っ か ち に き た い し

す ぎ る よ／」 と泣 き ご とを い い ま した。

「ハ ー マ ン さん の と こ ろで働 ら くの は骨 の お れ る こ と だ ね

／」 とル シ ア スが あ い ず ち を うち ま した 。

「ぼ くの 両親 は職 業 を み に つ け るよ うに と
， ハ ー マ ン さん の

と こ ろ に見 習 い と して ぼ くを こ させ た け ど見 習 い が お わ っ た

ら， 二 度 と レン ガは い じ らな い つ も りだ 。 そ して もっ と ら く

な職 業 を 見 つ け る よ 。」

けん め いな カ レブ じい さん は， ル シ アス に い い ま した。

「どん な職 業 を え らん で も
， り っぱ な 仕 事 を しな け れ ば， け

っ して 成 功 で きな い よ。 ハ ー マ ン さん は， 気 むず か しい親 方

じゃ な い よ。 きた い して い る こ とは た だ， り っぱ な仕 事 をす

１０ 子供の ペー ジ

る こ とだ け だ よ。 ハ ー マ ンさん は， と くに良 い 仕 事 を す れ ば

ほ うび に ボ ー ナ ス も くれ るが 君 た ちは ， ま だ ， だ れ もボ ー ナ

ス を も ら って お らん じ ゃろ う／」

「ぼ くは も らお う と思 っ て い ます
。」 と ネ ブが い い ま した 。

「ど う して な ん だ い ？」 とル シア ス が き き ま した』

「そ ん な こ とを した って
， た っ た数 セ ン ト多 くも らえ るだ け

じ ゃな い か 。」

「ネ ブ よ
， ル シ アス が そ うい った か らと い って ， や る気 を な

く して は い け な い よ 。」 とカ レブ じい さ ん は い い ま レた 。

「た とえ
， ボ ー ナス が少 な く と もな， お ま え た ちは 良 い仕 事

を お ぼ え と るの じゃか ら， で き るだ け， それ を は げみ の ため．

に， 利 用 す るの じゃ よ 。」

「フ ー ン／ 」 とル シ アス は鼻 を な ら しま した
。

「じい さん は
， バ カだ よ ／」 とジ ョラム は， じい さん を わ ら

い ま した 。

ネ ブは な に もい い ませ ん で した が， それ か らと い う も の

は ， い ろい ろな こ とに注 意 して レ ンガ を造 りま し た。 や が ．

て ， くだ け や す い の や， ふ ち に む らの あ る レン ガ は な くな っ

て い きま した。 そ して一 つ一 つ の レ ンガ の か どに は， 親 ゆび

の つ め で 三 枚 の あ しの葉 に に て い るマ ー クを いれ ま した。

「ど う して こん な マ ー クを レ ンガ に い れ るの だ い
。」 と ル シ

ア スが き き ま した 。

「ぼ くは石 に字 を ほ る人 の よ うに うま く書 け な いか ら
， こん

な 小 さな マ ー クを い れ た ん だ。 い つ か， ぼ くが りっ ぱ な建 物

の 前 を 通 った と き， ぼ くの造 った レ ンガ が見 つ け られ るか も

しれ な い。 そ う した ら， ぼ くは とて もほ こ りに 思 う だ ろ う

な ．／」

「君 は
， カ レブ じい さん の よ うに バ カな こ とを い う ん だ ね

／」 と ル シ ア ス が い い ま した。

「そ うだ よ
， ぼ くた ちが 造 る レンガ が， ど うあ ろ う とい った

い， だれ が 気 に と め て くれ る のか い ？」 ヨ ラ ムは き き ま し

た。

「こん な マ ー クを いれ た ら
， めん ど う な ご．と にな る よ。」 と

ル シア ス は ネブ に注 意 しま した。

ネブ は た だ笑 うだ けで した 。 じぶ ん が 造 った レンガ を とて

もほ こ りに思 っ て い ま した。 そ して彼 には ゆめ が あ り ま し

た。 彼 の ゆ め が ル シ ア ス と ヨ ラム に しれ た ら，．二人 は， き っ

と ネプ を あ ざ笑 った ことで し ょ う。 ネ ブは レンガ を 造 りな が

ら， レ ンガ造 りの見 習 い を そ つ ぎ ょう した あ とで， 建 築 家 に

な れ た ら どん な に素 晴 ら しい こと だ ろ うと考 えて い ま した 。





脅

そ う した ら， 彼 は 水 道 や りっぱ な 神 殿 や ， じょ うぶ で し っか

り した家 を 建 て て み よ う。 そ して い つ か， じぶ ん でせ っ け い

した 建 物 を 建 て られ るか も しれ な い 。 そ ん な こ とは あ りえ な

い。 こ こ まで そ うそ うの 世 界 を ひ ろげ る と， ネプ は ゆ め を お

うの を や め て ， た め 息 を つ い て， べ つ の レ ンガ を み が き お え

るの で した 。彼 は た だ の つ ま らな い見 習 い工 な ので す 。 ハ ー

マ ン さん の大 き な レ ンガ工 場 の か た すみ で， われ にか え っ た

破 は， た だ 多 くの レ ンガ が ほ して あ る い が い に， な に も な い

こ とに気 ず くので した。 しか し日が たつ につ れ て ， ネ ブ は，

レ ンガエ と して の うで を あ げて い き ま した。 い っ ぽ う， ヨ ラ

ム と ル シ ア ス の レンガ は， け ん さ に な ん とか ご うか くす るて

い ど の もので した６ あ る 日， ハ ー マ ン さ ん は大 ま．たで 歩 いて ．

工 場 へ や って き ま した 。 彼 はな にか や っか い な問 題 で も あ る

よ うに見 え ま した 。

お まえ た ち ／」 ハ ー マ ン さん は 少年 た ちに い い ま した。

「私 の工 場 か らだ して い る レ ン ガの うち， レ ンガ のす み に小

さな マ ー クを い れ るの は， い った い だ れ だ ね ／」

ネ ブの 足 は ふ るえ だ しま した。 ハ ー マ ンさ ん は あ の マ ー ク

を レ ンガ の きず だ と思 って い る のだ ろ うか ？こ ん度 こ そは か

な らず ， どな られ るぞ ／ そ して ， も しか した ら， レン ガ に き

ず をつ け た と， ぶ たれ るか も しれ な い。

ネ ブが 返 事 を し ない うち に， ヨ ラ ムは ネ ブを せ め る よ うに

ゆび さ．しま し．た。

「そ の マ ー ク は ネ ブが いれ た の で す 。」 う し ろか らル シア ス

が ネ ブ に さ さや きま した 。 ．

「ぼ くた ち は， 君 に こん な落 書 きを す れ ば， め ん ど うを お こ，

す だ け だ とい った じゃな い か ／」

「は い
， ぼ くが そ の マ ー クを い れ ま した 。」 とネ ブ は， つ と

め て声 を お ち つ け な が らい い ま レた。

「べ つ に悪 い こと を した と思 って は い ませ ん
。」

「ど う して
， マ ー ク な んか いれ たん だね ／」 とハ ー マ ン さん

は， き ょ うみ ぶか そ うに聞 き ま した。

「ぼ くは仕 事 に ほ こ りを 持 って い．ま す 。 い つ か ぼ くの レンガ

が ， りっ ぱな 建 物 のい ちぶ に な って い る と き， どれ が ぼ くの

造 っ た レンガ か ， す ぐわ か る．よ うに， そ の マ ー、．クを い れ ま し

た 。」

「君 の レ ン ガは す ぐに わ か るよ 。」 とハ ー マ ンさ ん は．い い ま

した 。 「私 の 一 番 の お客 さま で あ り， 建 築 家 の シ モ ン さ ん

は， マ ー クの は い って い る レ ンガ が ほ か の．よ ‘り も じ ょ うぶ で
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しっ か り して い る ことを み と めて くれ た の だ が ，特 ．に レ ンガ

の表 面 が な め．らかで ， む らの ない こ とや レン ガの角 が て い ね

い に細 工 され て い る こ とを 喜 ん で お られ るの だ よ。 彼 が い う

こと に は， 一 つ 一 つ の レンガ が 芸 術 だ か らとの こ とだ 。」

「シ モ ン さ んが 喜 んで くだ さ るな ん て
， ぼ くは 本 当 に うれ し

いで す 。」 と ネ ブは い い ま した 。 で も， な ぜ ハ ー マ ンさ ん は

ネ ブ に そん な こ とを 話 して い るの で し ょ うか ？

「お ま えが じぶ ん の 仕 事 を ほ こ り に思 うの は も っ と もだ
。」

と親 方 の ハ ー マ ン さん は い い ま した。

「シ モ ン さん は
， お ま え が建 築 の 仕事 を お ぼ え るた め に見 習

い と して くるよ うに， の ぞ ん で い らっ しゃ る。 彼 は， 仕 事 に

ほ こ りを 持 ち， さい の うを持 って い る若 い人 を いつ も探 して

い ら っ し ゃ るの だ よ 。」

「ぼ くは とて も建 築 の仕 事 を習 い たい と思 って い ます
。」 と

ネ ブは い い ま した。 彼 は喜 び で い っぱ い に な り， 言 葉 が うま

くで て き ませ ん で した。

ネ ブ の心 に は， と っ さ にひ と つ の考 えが うか ん で き ま し

た 。 そ して ネ ブ は え ん り ょが ち に， こ うた ず ね ま した。

「この 見 習 い きか ん が お わ ら ない う ちに
， シ モ ン さん の と こ

ろへ 行 くの を ゆ る して くだ さい ます で し ょうか ？」

「いい と も
， シ モ ン さん の よ うに 良 い お客 さま の た め に な

．ら， こ とわ りは しな い よ」 とは じめ て笑 い なが らい い ま した

親 方 は ま じめ顔 に な っ て， ル シ ア ス と ヨ ラム の方 を見 て

「お ま え た ち二 人 と も， ．この こ とを み な らい な さ い 。」

そ して， 「こ・れ か らは も っ と良 い レン ガを 造 る こ とだ ね 。 で

き な けれ ば そ のわ け を私 は き き た だす よ 。」

「は い
， や ります ， や ります 。」 と二 人 は い っ しょ にい い ま

した。 二 人 はハ ー マ ン さ んが 気 な が に， に んた い して い て く

だ さ る のを 知 りま した 。

「さて ， だ れ が バ カな 年 よ りか な ？」 とい って カ レブ じい さ

ん は よ う き に笑 い ま した 。

「こ こ に， み らい の い だ い な建 築家 が い る。 ネ ブ は し ょ う じ

きで ， り っぱ な 仕 事 を す る人 と して世 の 中 に知 られ るこ と じ

ゃろ う。」

ネブ は え が お を カ レブ じい さ ん に む け な が ら， そ の と お り

に な れ ば い い が と思 い ま した。 ネ ブ の ゆ め は 明 る く大 き くな

りは じめ ま した．。、い っ し ょう け ん め い に働 け ば， ゆ め は実 現

す るん だ ／建 築 家 「ネ ブ」 ！ あ あ， な ん て よ い ひ び き だ ろ

う ／



管理監督 のペー ジ

教会 と若者 た ちが

直面する現代の問題

管理 監督 ジ ョ ン ・Ｈ ・バ ン デ ン バ ー グ

導者たちの言葉によると，現代
指 は選ばれた世代である

。ウィル

フォー ド・ウッドラフ大管長はこう言

っている。 「神はすべての創造された

霊たちの中か ら，息子娘たちである少

数の選ばれた霊たちをとって お か れ

た。彼 らはこの地を受け継 ぐ者たちで

ある。そしてこの選ばれた霊たちは，

末 日に出で来たり，この時満ちたる最

後の神権時代に肉体をもって存在 し，

また地上における神の王国を組織 し，

築 き，守 るために， ６千年の間霊界に

とっておかれた。……」 （「我々の血

統」Ｐ．４）

主が選ばれた霊たちをこの時期に送

り出すようとっておかれた理由は容易

にわかる。天の王国を建設するために

は，当面の問題 として，神の王国を進

展させる働 き手となる勇敢な人々が必

要である。 、

これを達成 しなければな ら な い の

に，その状況がいろいろな点でかなり

悪化 している。社会的な価値観や道徳

的な教えがかなり無視 され，政治家や

教育者，また牧師でさえ，古代 と現代

の聖典 に見られる生活の規則を拒むよ

うになってきた。また人間の限られた

知恵か ら出る浅はかな結論が，神の永

遠に及ぶ知恵にとって代っている。 自

然科学が急速に進歩 してきたために，

多 くの若者は神を見失うようになり，

若者たちが道徳や倫理 の基 いとせざる

を得ないような価値観や標準を決める

見せかけの科学が出てきた。そ して若

者たちは，法を無視 したり，暴力や混

乱，あるいは人の自由意志を犯 して社

会問題や政治問題を解決 しようとする

いわゆる 「活動家」たちか ら， うるさ

いほどの誘いを絶えず受けている。

これらの力は人は神の子であること

を認めず， こめ世に存在す る目的 と死

後の存在め可能性をも否定するもので

ある。

現代は 「すべてが手軽な」時代だと

言われている。昔は幸福を得 る た め

に，忍耐や努力を惜 しまなかったが，

現代ではそれが安直な科学の力に頼 る

という，進歩を妨げるものにとって代

わっている。覚醒剤や興奮剤，鎮静剤，

睡眠薬，またおそらくどんな霊的な力

を受けてもそれを感受することができ

なくなって しまう幻覚剤といったもの

が，合法的にあるいは非合法的に売 ら

れすぎている。

昔に比べてどんな知識でも取 り入わ

られるし，今日の形式的な教育 に伴 う

強制も加わって，若人は早 くから宗教

的，社会的，政治的活動に広 く参 加

し，責任を担 う備えができている。自

分の生活および社会の問題を解決する

ために；力を使 う方法が教会内に見っ

からなければ，若人たちはその力を発

揮する場を教会外に求めるであろう。
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若人たちはできるだけ小さい時か ら，

教会内で霊的に満足す る活 動 を 経 験

し，人々と交わる機会をもつべきであ

る。また幼ない頃から，神権活動や補

助組織の活動を通 じて 自ら努 力 を 払

い，人のために犠牲を払 う こ と に よ

り，絶えず真の霊的な喜びを経験 しな

ければならない。そうして こそ，彼 ら

は周囲にある肉体だけでなく精神をも

滅ぼす力に対抗することができるよう

になる。

デビド・０ ・マヅケイ大管長はこの

ような訓練の必要性を次のように強調

している。 ・ 一

「ワー．ド部の霊性は，・そのワー ド部の

青少年の活躍にかかっている。祭司定

員会の会長は，監督であり，聖任の際

にすでにその任についている。これ ら

若い男子 と同じ年令の少女たちの信頼

を得 ることも監督の義務である。なぜ

なら，若人がワー ド部の道徳的な雰囲

気を作 りあげていくからである」

教会にはチャレンジに応 じる備えが

ある。今 日，肉欲的なものに満ちあふ

れている世で，道徳的また霊的な荒波

に， もまれても耐えられるよう，子供

の生活に望ましい動機や誠実さや信念

を植え付 けるうえで必要な家族 との密

接なつながりと良い家庭環境を築 くた

めの助けが，家庭の夕べやホーム・テ
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イーチングのプログラムを通 して両ｉ親

に与えられている。

アロン神権個人業績達成プログラム

やそれに相当する若い女性のためのプ

ログラムによって，若人は自分の目標

を定めることができる。そしてこうし

た個人の責任を行使することは，若人

が両親や教会の指導者とさらに心を通

い合わせるだけでな く，人格形成をは

かることにもなる。

管理監督会に任せられた教会スカウ

ト委員会は，スカウ ト活動をアロン神

権の活動プログラムとしてさらに効果

的で補助的なものとし，また神権組織

とスカウ ト活動組織の両面で成人指導

者を強化するであろう。

セミナリーとインステチュートによ

って，毎日約１４万人にも及ぶ世界中の

若人に宗教教育が行なわれている。 こ

こで学ぶ生徒たちは，日々こうして互

いに接 し，学び，また聖典の教えを生活

に生かす方法を知ることによって，身

に受ける誘惑にうち勝とうという決意

を新たにすることができるのである。

若人を教会活動に参加させ，指導者

として養成するために教会が用意 して

いる最も効果的な方法の １つとして，

監督の青少年委員会がある。その主な

役割は，アロン神権および補助組織の

プログラムが効果的に行な わ れ る よ

、

う，プログラムに地域性をもたせる方

法や手段を最大限に若人に伝える場を

提供することである。この監督の青少

年委員会を通 じて，若人は将来の教会

の指導者として，信仰と証を強めるた

めにその精力を使うよう指導 される。

監督の青少年委員会を効果的に利用

した例は，最近 ソル トレーク市地域で

行なわれた 「よきサマリヤ人」 プログ

ラムの成功に見られた。教会の若人た

ちは，他の宗派の集会場建築資金を集

めるよう依頼を受けたのである。参加

者の代表たちは，こめ プログラムが楽

しいものであったこと，．．またすばらし

い案を計画 し，実行 したことにより自

分たちも役 に立つことを証明できたこ

とへの感謝を述べていた。彼 らは実に

よく働 いた。そ してプログラムが終了

した時，自分たちが奉仕 した人々だけ

でなく，共に働 いた人々との間にも愛

と理解が深まったことを知って少なか

らず驚いたのである。

若人は同胞が必要としていることに

対 して関心を抱き，心か ら助 けたいと

思っている。また彼 らは理想家で，感
．じやす

いのである。末日聖徒 イエス ・

キリス ト教会では若人に，神権と補助

組織の中で奉仕 と犠牲を学ぶ機会を与

えている６若人が神 と同胞のために働

く時，サタンの策略を防 ぐ盾を身に備

えているのである。



私 を心 か ら愛 して い るの な ら

親 愛 な る ジ ム

タ ベ私 は 「あ な た を愛 して い る ことを 証 明 す る よ うに 」 と

あ な た にせ が ま れ ま した。 あ なた は大 変 説 得 力 が あ り ま し

た。 そ れ に私 は いつ も， あ なた を 喜 ば せ た い と思 っ て い る

し， あ な たが 望 む こ とな らな ん で も して や りた い と思 っ て い

るの で ， こ とわ るの が とて もつ らか っ た ので す 。

で も今 私 は， あ な た の言 う と お りに しなか った こ と に対 し

て恐 れ の気 持 ち もあ ります が， む しろ よか った とい う気持 ち ’

で い っ ぱ いで す 。 も しあな た の望 む 通 りに して い た ら， 今 頃

私 は 自分 を軽 べ つ し， また あ な た を も憎 み， 非 難 して い るで

し ょう。

眠 れ ぬ ま ま一 晩 中 い ろ い ろ考 え ま した 。 「純 潔 」 とい う言

葉 は， な ん と輝 か し く美 しい言 葉 な の か とず っ と考 え て い ま

した 。 も しあな た の説 得 を き き入 れ て い た な ら， 今 頃 私 は き

っ と 自己嫌 悪 と絶 望 に耐 え られ な いで い る と思 い ます 。

何 節 か の聖 句 が 一 晩 中 私 の心 を か す め ， そ れ らは か つ て な

い ほ どに意 義 深 い も の に思 わ れ ま した 。最 初 に 思 い つ い た聖

句 は次 の よ う な もの で した 。

「わ れ主 な る神 は女 子 の貞 節 を喜 ば し く思 え ど
， み だ らな

る行 い は わ が 目に け が らわ しき こ と な り。」 （ヤ コ ブ ２ ：２８）

今 私 は そ の聖 句 が私 に も あて は ま る こ とを 思 い， 深 い感 謝 の

念 が私 の胸 に湧 いて き ます 。 ど うい うわ け か真 夜 中 に起 き 出

して ，暗 記 して い た聖 句 ，モ ル モ ンが そ の息 子 モ ロナ イ に あて

て書 い た モ ル モ ン経 の由 の一 節 を ， 開 いて 読 ん で み ま した。

モ ル モ ンが レー マ ン人 の娘 た ち に対 す るニ ー フ ァイ人 兵 士 の

残 酷 さを 語 った と きの， モル モ ンの恐 れ と悲 しみ を あ な た に

も理 解 して いた だ け るで し ょ う。

「私 の 味 方 は レー マ ン人 の 娘 を 数 多 くと り こに して
， そ の

娘 た ち か ら最 も貴 くま た ほか の あ らゆ る もの よ り も重 ん ず べ

き もの を奪 い， す なわ ち その 貞淑 を 汚 して か ら… …」 （モ ロ

ナ イ ９ ：９）

「最 も貴 くまた ほ か の あ らゆ る もの よ り も重 ん ず べ き 貞

淑 」 とい うモ ル モ ンの この言 葉 は， 今 私 の心 を燃 え立 たせ て

い ます 。 あ な た が私 に愛 を証 明 させ よ う と して 私 に求 め たの

は， こ の こ とで した 。 あ なた の求 め て いた もの が ど うい う も

のか ， 少 しで もわ か って も らえ るで し ょ うか。 も しだ れ か が

あな た の 自慢 の 新 しい ス ポー ツ カー を， 愛 して い る証 拠 と し

て欲 しい と言 っ た ら， あ な た は何 とお っ しゃ るで し ょう
。 き

っ と， 冗 談 を言 っ て い る と思 うに違 い あ り ませ ん 。 そ の 時 も

し， そ の人 が真 剣 に求 めて い る こ とを 知 った な ら
， そ の人 を

気 違 い扱 い にす る と恵 い ます 。車 を与 え た と して も， ま た一

年 もた た な い うち に他 の車 を買 う ことが で き ます 。 しか し
，

も し私 が純 潔 と い う賜 を あ な た に与 え た と した ら，私 は 一 生

後 悔 す るで し ょ う。 そ して あ なた も純 潔 を 失 う こ とに な るの

で す 。

箴 言 の 中 で ソ ロモ ン王 は言 って い ます 。

「だれ が賢 い妻 を見 つ け る こ とが で き るか
。 彼 女 は 宝 石 よ

り もす ぐれ て尊 い。 そ の夫 の心 は彼 女 を 信頼 して ，収 益 に欠

け る こ と は な い 。」 （箴 言 ３１：１０－ １１）

も し私 た ちが， 今 そ うで な い と して， い つ か結 婚 す る と し

た な ら， あ な た は私 を信 頼 で き る と思 い ます か 。 あ な た に は

そ の答 え が わ か って い る はず で す 。 ジ ム，私 はい つ も い ろ い

ろ あ なた の こ とを 考 え て い ます ６ で も， も う， 私 は あ な た を

信頼 で きそ う もあ りませ ん。 タ ベ あ な た は ほ ん のつ か の間 の

快 楽 と刺 激か ら私 の純 潔 と 自：尊心 と将 来 の 真 の 幸福 を 打 ち こ

わ そ うと しま した。 あ なた が 私 に愛 を 証 明 させ よ う と した こ

とは私 を 辛 らつ に あ ざ け った こ とな の です 。 あ な た は私 を愛

して い な い とい う こ とを証 明 した ので す 。 あ な た は 自分 だ け

を愛 して い る の です 。

エ リザ ベ ス

７３ ．
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災厄の問題

ウ ィ リ ア ム ・Ｅ ・ベ レ ッ ト

ム か ら ２， ３か 月 前 の あ る 日， 私
ツ は癌 の た め他 界 しよ うと して い

る親 友 の枕 も とに座 っ て い た。 彼 は非

常 に苦 しみ， 私 も深 い心 痛 を 覚 え た

が， ま もな く彼 は世 を去 っ た。

そ の 時 に， 私 は ジ ョセ フ ・シ ズ ー博

士 の語 った ひ とつ の 出来 事 を思 い 出 し

た の だ った 。博 士 は， ま だ幼 い少 女 が

病 い に身 もだ え して苦 しみ， そ の か た

奪

響毒畿麟 欝艶

わ らで 両 親 が 気 も狂 わ ん ば か りの あ り

さま で ， 見 守 って い る とい う場 に い あ

わ せ た こ とが あ った 。 シズ ー博 士 は こ

う述 べ て い る。 「私 は そ の御 両 親 に，医

師 に知 恵 を 与 えて 下 さ る よ う 神 さ ま

に， 祈 りま し ょう と申 しま した 。 そ し

て一 人 娘 で あ る そ の少 女 を ， よ く承 知

して い るか の よ うに愛 の御 方 で あ る神

さま に ゆ だ ね ま し ょ う と勧 め ま した。

す る と奥 さん が キ ッ と した顔 で 振 り向

い て， 「こん な小 さな 子 を この よ う に

苦 しませ る神 さま な ん ぞ に祈 れ るも の

で す か。 私 な ら犬 さえ も こん なふ うに

させ られませんわ』と言われました」

「（生 きる価値ある人生に）」Ｐ１１２）

ＭａｋｅＩｉｆｅＷｏｒｔｈＬｉｖｉｎｇ

「遺憾ながら」 という言葉で始まる

合衆国国防省からの通知を親たちは毎

日受け，息子を戦争で亡 くして衝撃 と

悲しみにうたれている家族がある。地

上には恐ろしい自然の災害が数限りな

く起 きている。つい先だっても地震に

よって多 くの生命が失われたばかりで

ある。また，４０名ない し６０名の乗員 も

ろとも２隻の潜水艦が地中海に沈むと

いう事件があった。

世界にはさまざまな災害があり，多

くの入が 「神はどこにいるのか。戦争

を許 し，災難で入を見殺 しにし，大学

構内の塔に登って学生たちを ライフル

で殺すような者を野放 しにしておく神

は ？ もし神があるなら，どうしてこ

んなことが起きるのか。神は無力なの

か」 と叫んでいる。 これらの疑問は遅

かれ早かれ大勢の人が抱 く疑 問 で あ

ウィ リアム ・Ｅ ・ペ レッ ト博士 ・教 会の宗教教育機 関であるセ ミナ リー とイ ンスティ

テユー トの管理者であ るウィ リアム ・Ｅ ・ベ レッ ト博士 は，経験豊 かな法律家 として長

年宗教教育 の発展に尽 して こられた。彼 はまた教 会の歴史 と教義 につ いて，多 くの本を

書いてい る。
．．＿ １
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凝１
よって人の生命が失われることを思え

ば，そう価値あるものではないであろ

う。だが，我々の人生が我々が生 きる

だけの人生であるとするな らば，災害

の問題に対 して何 ら解決は計れないで

あろう。

そのようなことが起 きた。また畑で働

いている人に時々落雷がある。孤立 し

た民家や自動車を吹雪が見舞い，防寒

具で身を固めない人々を凍死させるこ

ともある。疾病に苦 しめ られ，一生涯

かたわになって しまう人々もいる。

これ ら自然に起こる出来事は災害と

呼ばれることがあるが，我々は自然の

法則を経験することから大切な教訓を

学タのである。収穫 されたアメリカ綿

をゾウ虫が襲った際に，一時はアメリ

カ綿産業が壊滅するとまで見 られた。

しかし，その災厄が大学人や研究者を

動か し，ゾウ虫退治の発明がなされ，

結果 として綿産業は以前にも増 して繁

栄 したのであった。また，ハワイを襲

った津波の経験によって，津波の来 る

数時間前に警報を出す設備 が 整 え ら

れ，最近の津波では １名の死者も出さ

ずに食い止めることができたという。

このように，我々は大切な教訓を学

ぶが，それなくしては進歩を遂げるこ

１鞍簿

も うひ とつ の災 害 は， 人 対 人 の関 係

に お い て生 じ る もの で あ る。 ダ ニ エ ル

・デ フ ォー の 「ロ ビ ンソ ン ・クル ー ソ

ー」 に描 かれ た ク ル ー ソ ー は
， ひ と り

で住 んで い た孤 島 に人 の足 跡 を 発 見 す

る まで ， 恐 怖 と い う言 葉 を 知 らな い で

いた 。 現 代 の 恐 怖， 苦 しみ， 悲 しみ の

多 くは 残 虐 な 人 間 によ って 引 き起 こ さ

れ る もの で あ る。 とは い え， あ な た に

は この地 球 以外 に住 むべ き場 所 が あ る

だ ろ うか。 も し自分 の世 界 を 造 り出せ

る と した ら， あ な た は ど の よ うな 世 界

を 心 に描 くだ ろ うか 。 多 くの 人 が 律 法

に支 配 され な いで 住 む こ との で き る星

を造 る だ ろ うか 。 律 法 に よ って 治 め ら

れ な い状 態 は頼 り にな らな い こ とを心

に留 め て い た だ きた い 。 も し太 陽 が あ

る １日だ け 昇 り， あ との ！ヵ月位 昇 ら

な か った とす るな ら， あ るい は ２プ ラ

ス ２が い つ も ４ とは 限 らな い とす るな

ら， そ の世 界 は どん な あ りさ ま に な る

こ とで あ ろ う。

進歩は，律法の存在する世界，科学

者たちが星の蝕を予知し， ロケットが

月に到達するのにどれだけの時聞が必

要かを測ることのできる，規則ある律

法の世界でのみ可能である。人間の進

歩のすべてはこの世界が律法の世界で

あるか らこそ，実現できたのである。

もしあなたが神であったとしたなら，

あなたはその律法に干渉す るだ ろ う

か。ある人々を不快にするからといっ

て風をとどめるだろうか。 ピクニック

に行きたいからと，雨をやますだろう

か。我々は時々，神に天候を変えたり

自然の力をとどめて欲 しいと思 うが，

もし神がいつまで も自然現象を変え続

けるとしたら，我々の存在目的はな く

なって しまうことであろう。

神御自身が，神は律法に従って働か

ないならば， もはや神ではないと言 っ

てお られる。モルモン経の予言者は，

にがさを味わわなければ甘 さを 知 ら

ず，悪を知らなければ何が善であるか

を判別で きず，病いの苦 しみを知 らな

ければ健康を喜ぶことができず，死の

苦痛を知 らなければ永遠の生命の喜び

を知 らないと言って，相反するものの

律法を教えた。善と知恵の神は，我 々

を学ぶためにこの地上へ送られたので

ある。

世界中でどれだけの人が，不幸や悲

惨を神のみこころと考えていることで

あろうか。世界に戦争があるのも神の

みこころであると老える人 々 さえ い

る。我々は真実を知らねばならない。

その時，諸天は人 々の非入道的な行為
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を見 て涙 を流 して い る ので あ る。 救 い

主 は 肉体 を も って 地 上 に生 活 して お ら

れ た 間 に， これ らの こ とを は っ き り教

え て行 か れ た で は な い か。

麦 と毒 麦 の た とえ の 中で ， ぶ ど う園

の主 人 に使 われ る しもべ た ちが 出か け

て行 って 畑 に麦 を ま い た。 麦 が 成 長 す

る と間 に ま じって 雑 草 や 毒 麦 が は えて

き た。 そ の時 しもべ は主 人 に尋 ね た ，

「で は行 って
， それ を 抜 き集 め ま し ょ

うか 」 。 主 人 は言 っ た， 「いや ， 毒 麦

を集 め よ う と して ， 麦 も一 緒 に抜 くか

も しれ な い。 収 穫 まで ， 両 方 と も育 つ

ま ま に して お け。 収 穫 の時 に な っ た

ら， 刈 る者 に， まず 毒 麦 を 集 め て 束 に

して 焼 き， 麦 の方 は集 め て 倉 に入 れ て

くれ ， と言 いつ け よ う」 （マ タ イ１３：

２８－ ３０）。 畑 で 落 雷 に あ った 人 は 悪 人

で ， 神 が 滅 ぽ そ う と され た か ら雷 に撃

たれ たの で は な い。 落 雷 で 人 が 死 ぬ の

は神 のみ こ こ ろで は な い。 神 は 悪 人 を

す ぐに退 治 され るの で は な く， 悪 人 も

善 人 も と もに生 か して お か れ るの で あ

る。 神 は 刈 り入 れ の 日に正 しい裁 き が

下 され る よ うに， 善 人 に も悪 人 に も同

じ く雨 を 降 らせ るの で あ る。

あ る時， 人 々 は イ エ ス に， シ ロア ム

の 塔 が 倒 れ た 時 に塔 の わ きで 昼 食 を と

って い た １８人 が い た と述 べ た。 彼 らの

問 い た い こ とは 「これ らの人 は町 の入

々 よ りも悪 い人 た ち だ っ た ので し ょ う

か 」 とい うこ とで あ っ た。 そ こで ， イ

エ ス は答 え られ た， 「あ な たが た に言

うが， そ うで は ない ６ あ なだ が た も悔

い改 め な けれ ば， み な同 じよ．う に滅 び

るで あ ろ う」 （ル カ１３：５）。 ま た 彼

らは別 の時 にや ８て きて ， ロ ー マの 兵

士 が ， 神 殿 の まわ りに集 ま って い た 人

々 を， 暴 動 を た く らん で い る と考 え て

き り殺 した と言 っ た。 そ こで イ エ ス は

言 わ れ た， 「それ らの ガ リ ラヤ人 が，

そ の よ うな災 難 に あ っ たか ら と い っ

て， 他 の すべ て の ガ リ ラヤ人 以 上 に罪

が深 か った と思 うの か。 あ な た が た に

言 うが， そ うで は な い 。… 」 （ル カ１３：

２－ ３）。

第 二次 世界 大 戦 中， も し神 の戒 め を

守 るな らば， 何 事 もな く無 事 に帰 還 で

き る と戦 争 に行 く とき に約 束 され た シ

オ ンの青 年 た ち が あ っ た。 大 管 長 会 は

ソル トレ ー ク神 殿 の集 会 室 で特 別 な会

を 開 き， この 問題 に 関す る重 要 な メ ッ

セ ー ジ を発 表 し．た。 当時 副 管 長 で あ っ

た デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管 長 は そ の

メ ッセ ー ジ を読 み あ げ た が， そ こ に

は， 戦 争 に お いて 殺 され る の は悪 い人

と限 らず ， 善 入 も同 様 に銃 下 に倒 れ ，

殺 され る ことが あ る と， は っ き り告 げ

られ て い た。 我 々 は， 戦 場 で 血 を 流 す

人 々 はみ な神 の戒 めを 破 って い るな ど

と判 断 して は な らな いの で あ る。

アル マ書 ６０章 で， 司 令長 官 の 初代 モ

ロ ナ イが統 治 者 ペ ホ ー ラ ンに あ て た手

紙 を ， 我 々は 幾 度 も繰 り返 し読 む べ き

で あ ろ う。民 が 間違 って考 え て い る こ

とを 手紙 で知 った モ ロナ イ は， そ の返

事 の 中 で こ う記 して い る， 「汝 らは 同

・じ国 の民 が か ほ どに多 く殺 され た の を

見 て， そ れ は かれ らが悪 い こ とを した

か らだ と考 える か 。 も しそ の よ うに考

えて い るな らば， それ はむ だ な考 えで

あ る。 は っき り と言 うが， 剣 に倒 れ た

者 は多 い。 それ らはす べ て 汝 らに罪 の

あ る こ とを証 明 す る。 主 は そ の正 義 と

裁 き とを 悪 人 に受 け させ るた め に義 し

い者 が殺 され る 二ζ１とを 許 した も う。 …

…」 （アルマ６０：１２－１３）。 ここｒ リ

ア リス トでもあった予言者アルマの姿

を見ることができる。彼は何が起 きて

いるかを明らかに知っていた。彼はこ

の重要な事実を書き記 しているのであ

る， 「それであるから，義 しい者が殺

されたとてかれらが全 く亡びてなくな

ったと思 うべきではない。見よ，かれ

らはその神である主の安息に入るので

ある」 （アルマ６０：１３）。

再び生きるということを知 らずにこ

の世にいる人々を私はあわれに思 う。．

愛する人が死ぬ時に，彼 らの心はいか

なる絶望にうちひしがれることであろ

う。それにひきかえ，悪の存在するこ

の世で死ぬ義人が栄光に入ると知 るこ

とは，何 という喜びであろう。我タは

栄光を受ける望みを持たないでいる人

々のために涙を流すのである。、

我々のうちのだれが，弾 丸 を 発 射

し，．津波をもたらす律法を取 り去って

ほしいと神に願 うだろうか。一定の律

法がないならば，世界は意味をな．くし

てしまう。我々は人の自由意志を奪い

去ろうと思 うだろうか。地上の戦争を

人間にやめさせて下さいと神に願うだ

ろうか。

サタンめ計画は，人が悪を働けない

ようにすることであったが，その計画

は人に成長の機会をまった く与えな い

ものであった。神は人から自由意志を

取 りあげようとはされなかった。だが

人間社会は自由意志を奪 うこともあろ

う。我々は互いに好き勝手なζとを行

なう自由を認めてはいない。、行動を制

限する律法があるのである６１ところが

主は，我々が好きなζとを行なうのを

許 してお られ る。悪を望む時にもヂそ
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れ を は ば も う とは され な い。 私 は， 神

が 人 の 自由 意 志 を取 りあ げ た い と一 番

強 く思 わ れ た の は， 御 子 が十 字 架 に つ

け られ， 苦 悩 の 中 か ら 「わ が神 ， わ が

神 ， ど う して わ た しを お 見捨 て に な っ

た の で す か 」 と叫 ば れ た 時 だ っ た に違

いな い と考 え て い る。 しか しそ の よ う

な 時 で さえ， 神 は 御 力 を 行使 され な か

った 。 な ぜ な ら， も し神 が人 の行 な お

う とす る悪 を い つ も阻止 す る と し た

ら， 神 は 全 人類 の行 な い に つ い て責 任

を と る こ とに な り， 裁 きは あ り得 な い

か らで あ る。

モル モ ン経 鐙 劇 こ， 裁 き牝 つ い て こ

の こ とに言 ．及した 箇所 が ある 。 予 言 者

アル マは， 伝 道 の 仲 間 で あ るア ミュ レ

ク と共 に， あ る場所 で あ る入 々を 改宗

に導 い た。 しか し，．改宗 し なか っ た 大

勢 の 人 々が 改 宗 した 者 た ち を捕 え， 木

に しば りつ け て た ぎ ぎを積 み， 火 を つ

け たｏ．鍍 ら憾 アル マ と ア ミ．ユ レ クを縛

りあ げ， 改 宗 者 た ち が火 あ ぶ りに な る

様 を 見 せ た 。 ア ミュ レ クは アル マ に叫

ん で言 った ， 「私 た ち は とて も この残

酷 な 有 様 を 見 て は お られ な い。 さあ，

手 を さし の べ て私 た ち に 宿 る神 の 力で

これ らの 者 歪 火 の 中 か ら救 い 出 そ うで

・は な い か 」
。 と ころ が アル マ は ア ミュ．

レクに答 え て 「み た ま」 が私 に手 を出

して は な らぬ と制 した も う。 … … と言

った 。

アル マ は， 自分 や改 宗 者 た ちを 自 由

に す る こ との で きる神 の 力 を疑 わ なか

っ た。 彼 は こ う言 って い る， 「主 は こ

の 殉教 者 た ち を 自分 の居 る所 へ迎 え入

れ て栄 光 を授 け た もう。 ま た， 人 民 が

そ の心 の か た くな な ま ま に この よ うに

信 者 を 殺 す こ とを許 して お きた も う。
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そ れ は， 主 が怒 っ て この民 に下 した も

う裁 きが正 義 に か な うた め で あ って ，

ま た 罪 の な い者 た ち の血 が この民 に反

対 す る証 とな り， 終 りの 日に は げ し く

民 を訴 え ん が た あ で あ る」 （ア ル マ １４

：１０－ １１）。

も し こ と ご と く行 な い を 阻止 され る

と した ら， どの よ うに して裁 か れ よ う

か。 正 義 の裁 きの下 る 日は な い こ とで

あ ろ う。 我 々 は， 教 義 と 聖 約 ， １２１，

１２２章 を 読 み ， も う一 度 そ の 精 神 を か

み しめ て み る必 要 が あ る。 ジ ョセ ブ ・

ス ミス とそ の他 の入 々 は， ミズ ー り州

リバ テ ィ ーに あ る牢 獄 の， ３．６，７メー

・恭ルの 壁 紀 囲 ま れ たデ 室 に 珊 じ込 め ら

れ て い元 。

．壁 の 両捌 にわ ずか ５セ ン チ メー トル

ほ どの 窓 都 あ るだ けで ， 寒 さに もか か

わ らず火 の気 は ま った くなか っ た。破

らは煉 死 を 防 ぐたあ に室 内 を 歩 きまわ

つて∴ 夜 も眠 るこ とがで きな か った 。

日中， あ て が わ れ た ボ ロボ ロの毛 布 ２．

３枚 で仮 眠 を とる だ け で あ った。 食 物

も不 潔 だ った が， 何 よ りも が ま ん の な

らな い こ とは， 彼 らの家 が略 奪 され ，

家蓄 が殺 され， 妻 た ち が乱 暴 され る話

を看 守 た ち の 口 か ら聞 か さ れ る こ とで

あ った。 つ い に ジ ョセ ブ ・ス ミス は主

に 嘆願 した， 「お お神 よ， 汝 は何 所 に

在 した も うや。 神 の隠 家 を蔽 え る大 幕

何 所 に あ りや。 汝 の御 手 は いつ まで 止

ま り， 汝 の眼 す な わ ち汝 の聖 き眼 は い

つ ま で永 遠 の天 よ り汝 の民 と汝 の僕 ら

の被 害 を 眺 め， 汝 の耳 は い つ まで 彼 ら

の つ ん ざ く叫 び を 聞 き た も うや 。… …」

（教 義 と聖 約 １２１： １－ ２）

霊 が苦 悩 に会 う時， 我 々 は しば しば

犀 お お神 よ， 汝 は何 所 に在 し た も う

、

や。 い つ ま で しい た げ を受 く る こ と
』

ぞ」 と叫 び た い気 持 ち に な る。 予 言 者

は この時 主 か ら答 え を 聞 い た ので あ っ

た。 「わ が子 よ， 汝 心 安 か れ 。 汝 の不

幸 汝 の 困苦 は た だ これ 束 の間 な り。 …

…汝 い ま だ ヨブ の 如 くに あ らず
。 汝 の

友 だ ち は， ヨブ に為 した る如 く汝 に 向

い て争 わ ず … …」 （教 義 と聖 約 １２１：

７， １０）

さ らに主 は ジ ョセ フ に， 「『人 の子 』

は 一切 これ らの も の の下 に身 を 落 した

り。 汝 は彼 よ り大 い な るか 」 （教 義 と

聖 約 １２２＝ ８） ．と語 られ た。

「… … わ が子 よ汝 この事 を 知 れ
， す

なわ ちこ れ 皆 汝 に 善か らん た め， 汝 に

．経 験 を与 え ん た め の ．もの な り， と」

：（教 義 と聖．約 １２２：７）。 この 言 葉 の中

に ， 我 々な 注 目す べ き思想 を見 出 す 。

予 言 者 ジ ョセ ブは ，そ の 日以降 ， 決 し

て つ ぶ や きの 言 葉 を口 に しなか っ た。

た しか に， 世 に は さ ま ざ ま の悲 惨 な状

態 が存 在 す る。 しか し我 々 は， 使 徒 パ

ウ ロの述 べ た よ うに 「も しわ た した ち

が， この世 の生 活 で キ リス トに あ って

単 な る望 み を い だ いて い る だ け だ とす

れ ば， わ た した ち は， す べ て の人 の中

で 最 もあ わ れ むべ き存 在 とな る」 （１

コ リン ト１５：１９） と言 わ ね ば な ら な

い。

良 か れ悪 しか れ人 生 に起 こる あ らゆ

る出来 事 に対 して， そ れ らが み な 自分

の た め， 自分 に経 験 を与 え る た め の も

の で あ る との確 信 を も って 立 ち向 か う

こ との で き る思 想 を， 我 々 は福 音 か ら

受 け て い る。 そ れ は何 と恵 ま れ た 思

想 ， 何 とす ば ら しい真 理 で あ ろ うか 。
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発展を続ける初等協会小児病院

副編集長

バ ー ネ ル ・Ｗ ・ベ レ ッ ト

等協会小児病院は，長い間西部「初

アメリカの指導的位置を占めて

きました。そして今や，その恵みはあ

らゆる地域にいる幾千の子供たちにお

よび，世界的な役割を果たすべき時 と

なっています。」

こう語 る人は管理監督会のロバー ト

・Ｌ ・シンプソン監督である。病院の

理事長であるシンプソン長老は， 「医

療奉仕面においてユニークな小児の避

難ｉ所」 と自ら呼ぶ この病院の発展を深

く洞察 している嶺

彼はこう語っている。 「私たちの現

在の目標， 目的が明らかに され ま し

た。私たちは，教会内外の人々から財

政面での協力を得て，新 しく劇的な発

展段階に入 ると確信しております。」

初等協会中央管理会会長および小児

病院副理事長であるラバーン ・Ｗ ・パ

ームリー姉妹 も， 「この病院は実に何

千何億の人々のものです。それは，こ

の病院を築き，維持することに貢献 し

てきた人々にとって，愛 と奉仕と信仰

の象徴なのです」 と述べている。

１９６９年１０月以後１０年間に病院の拡張

発展に必要な １千万 ドルを確保する目

的 を も って， 初 等 協 会 小 児 病 院基 金 財

団 が 発 足 した。 ル イ ス ・Ｍ ・ジ ョー ン

ズ が そ の理 事長 で あ り， 会 長 は サ イ ヤ

ー ・Ｄ （タ ー ク） エ バ ンズ で あ る
。 エ

バ ンズ氏 は熱 意 と確 信 に満 ち た声 で こ

の 遠 大 な夢 を現 実 と して語 る の で あ

る。

「我 々 の計 画 は大 き い が
， 決 して 必 要

を上 まわ る もの で は な い。 １９５９年 に は

入 院患 者 数 の合 計 が わず か １千 を 越 え

た だ け で あ った の に， それ か らた った

１０年 後 の ！９６９年 に は ８千 人 近 い子 供 た

ち を収 容 して い る。 １９５９年 に は病 院 で

７９



手術を受けた患者が ５８８名であったの

にひきかえ，去年は ５，７８３名の手術が

行なわれた。ほとんど全分野にわたり

２５０名を越える医師が 病院の医療スタ

ッフとして活躍 していることを知って

人々は驚 くのである」

基金財団の意図は，恒久的な収入を

計 り，それをもって手術面 の施 設 拡

充，初等協会献金の枠を越えた患者へ

の経済援助，病院施設の拡張，新施設

設立，近代医療器具購入および，建物

建設計画を推進することである。

人種，宗教 国籍に区別なくすべて

の小児が奉仕の対象 となる。患者の大

半は中部山間地域出身であるが，昨年

は２７州および外国からも大勢入院患者

があった。その年令は幼児か ら１８歳に

わたっている。

病院での奉仕活動が設備や人員の伸

びに先がけて発展 している。そのひと

っが精神衛生に関するものである。 ポ

ール ・Ｌ ・ホワイ トヘッ ド博士は精神

科専門医であるが，昨年中に５００数家

族を含む２万人以上の外来患者を扱っ

た。 ホワイ ドヘッド博士は仕事に献身

する若々しく人格円満な人物である。

彼はこう語つている。 「これほどの報

いと満足の得 られる仕事は他にないで

しょう。現代の子供たちのおよそ２０パ

ーセン トが何 らかの精神治療を要する

状態にあると推察 されますが，そのう

ちの１０パーセントが重症で，そのまた

ユパーセントは問題が深刻だと言わざ

るを得ません。もし治療がなされない

８０

ままに成長するならば悲劇です。なぜ

なら我々の扱ったうち８５パーセントの

子たちが著しい進歩を見せ，立派に適

応 しているからです。少し例をお見せ

しましょう。」

博士は続ける， 「ある工４歳の少年は

感謝祭の翌 日にクリスマスツリーが飾

られるのを見ていて，突然視力を失 い

ました。心理実験では，その飾りが彼

に１， ２年前にな くなった父親のこと

を思いださせたと出たのです。彼がそ

の過去を完全に受け入れようと決意す

るならばまた元通 りに見えるようにな

ると励 まされた少年は，盲 目になった

時と同 じように突然視力を回復 しまし

た。彼は現在立派なスカウトとして，

また優秀な学生として元気に活躍 して

います。

また，１２歳の少女は，４５ポン ドも体

重が減って，深刻に悩んでいると照会

されてきました。彼女も父親がな くな

ったことを悲 しんでそばに行くために

自分も死にたいと思っていたのです。

彼女は我々の継続治療計画のもとで精

神療法を３か月間受けたのち，体重を

とり戻 して学校に復帰 しました。まだ

外来患者としてさらに９か月の治療を

続けるのですが，経過は順調です。

非常に狂暴で， そのため通学をとめ

られた ９歳の少年 もいま．すが，精神状

態が支離滅裂で，直接の怒 りはほとん

ど父親と家での問題に向けられていま

した。 １年間本人の精神療法と両親の

助言 と治療を施 した．結果，彼はもとの

亀

ク ラス に戻 り， 成 績 も非 常 に向 上 して

い ます 」。

病 院 内 で の 心 を な ご ませ る話 題 は 数

え あ げ る い と まが な い。 ピ クチ ャ ー ・

エ ラ ・マエ とい う ２歳 にな る恥 ず か し

が り屋 の ナバ ホイ ンデ ィ ア ンの女 児 は

歩 き始 め る と同 時 に トラ ッ クに ひ か れ

た。 は じめ て病 院 に来 た時 に は び くび

くして さび しそ うで あ っ た が， や さ し

い 医師 や ス タ ッフ た ち の おか げで す ぐ

に か くれ ん ぼ を して遊 ぶ よ うに な り，

松 葉 杖 をつ いて ， 寝 台 の下 にか くれ た

り， くす くす 笑 う声 には 屈 託 が な い。

また ， チ リか ら来 た １４歳 にな るエ ン

ジ ェル とい う少年 は， 心 臓手 術 を しな

けれ ば 数 週 間 の 命 とい う 状 態 で あ っ

た。 胃 カイ ヨ ウの 出血 な どの余 病 を併

発 し， 医師 や看 護 婦 た ち の心 配 は大 き

か った。 だ が今 日， エ ン ジ ェル は チ リ

の美 しい 山間 で 楽 し くあ い き ょ うの あ

る笑 顔 を 周 囲 の人 々 にふ り ま い て い

る。

ア フ リカの ホ ーテ ・ボ ル タ共 和 国 に

住 む失 意 の 父親 が デ ビ ドｐＯ ・マ ッケ

イ 大管 長 に 手紙 を寄 せ た。 「大 管 長 様

ど うか私 の話 を 聞 い て下 さ い。 哀 れ な

父 親 の助 け を請 う叫 び を 聞 い て 下 さ

い 。」 デ ィデ ィア ー とい う彼 の 息 子 が

火 傷 を 負 い， 左 腕 が 体 に癒 着 した ま ま

も ち上 が らな い と い うこ とで あ った 。

デ ィデ ィア ーは 航 空 会 社 の 好 意 を 受 け

て ソル トレ ー ク市 ま で 運 ば れ た。 そ し

て整 形外 科 手術 と手 厚 い看 護 を受 け，

今 で は 腕 を 動 かせ るよ うに な っ た。 彼



の主 治 医 は こ う記 して い る。

「デ ィデ ィア ー はず いぶ ん 回 復 した 。

彼 を 見 て い る と， 我 々 まで うれ し くな

る。 ス タ ッフ全 員 が 彼 の こ とを 心 に か

けて い る。 今 は病 院 の 学 校 に通 って お

り， 英語 が上 手 に話 せ るよ う に な っ

ギ

灘謡
た。 彼 を 故 郷 に帰 す の が さび しい 気 が

す る」。

そ の後 ま もな く， ア フ リカの 父 親 か

ら一 通 の 手 紙 が つ いた 。 「息 子 の デ ィ

デ ィア ー は ９月 ２７日， 空 港 まで 出 迎 え

た 私 た ち の も とへ， 元 気 に楽 しそ うに

帰 って き ま した 。飛 行 機 か ら降 り る時

に手 を 振 って， 左 手 が完 全 に 動 く こ と

を 教 え て くれ ま した ，私 た ち は信 じ ら

れ ませ ん で した 。奇 跡 で した。 デ ィデ

ィ ア ーの 母 親 は泣 き， 小 さい 弟 や妹 た

ちは お ど りあ が って喜 び， 学 校 の友 だ

ち は 「万 歳 ， ア メ リカ人 ／』 と叫 び ま

した。このことは私たちの心に深 く残

るすばらしい贈 り物です」。

このような話は幾百を数え， ここに

書き尽すことはできない。だが最近起

きた出来事をもうひとつあげよう。パ

シリという不幸な少年がいた。事情が

あってわずか ３歳半で故郷の トンガを

遠 く離れた，身寄 りのない少年であっ

た。看護婦の言葉を聞きとれず，看護

婦もその子の話す言葉を理解できなか

った。 しか し，愛 という言葉はすべて

の垣根を越え，まもなく彼は看護婦の

あとをついてまわるようになり，友情

に応えるようになった。

パシリは胃腸に欠陥があったために

かなりの嚢腫をわずらい，腹部が大き

くはれていた。彼は数時間にわたる手

術を受け，欠陥を矯正 し異常組織を除

去 された。現在は完全に回復 して い

る。

トンガではパシリが帰って来るとい

う噂が流れ，自分の目で話をた しかめ

ようと村中の人々が総出で空港に出迎

えた。多 くめ人は，帰って くるなどと

いうのはまった くの噂だけで，飛行機

か ら姿を見せるはずがないと信 じ込ん

でいた。またある者は，彼がいなくな

ってからそう月日がたっていないので

良 くなるはずがないし，前 と違わない

体だろうと言 った。また他の人々は，

アメリカの医者は何でもできると信 じ

ていた。

ところが，パシ リは他の子供 と違わ

ない体で元気に空港へ降 り立ったので

ある。疑っていた人々も信 じていた人

々も顔を輝かし，両親はただ喜びの涙

に くれるだけであった。

初等協会小児病院の医師，看護婦

スタッフたちは，労働時聞や報酬を度

外視 した奉仕の精神にあふれている。

彼 らの多くは，’病院で発展 した愛 と友

情から，養子を迎えている。数えきれ

ない人数におよぶボランティアー （志

願奉仕者）が働いているが，そのよう

にして働いていたある歯科医はある時

病院外の人か ら 「あなたはここで働い

て，どれほどあ給料をもらっています

か」と尋ね られた。その医師は窓ガラ

スに鼻をおしつけ，歯をむきだ して笑

って手をふっている数人の子供たちに

目をや り， 「あれが私の報酬です。あ

れが人の必要とする報酬のすべてでは

ありませんか」と答えた。

１９１１年に初等協会がＬＤＳ病院内に

子供用のベ ッドをい くつか備えつける

と決めた時から，長い年月がたった。

１９２２年にはノーステンプル通 りに回復

期患者病棟が開かれ，１９５２年に現在の

施設が整えられるまで小児病院として

利用された。さらに１９６６年には新 しい

拡張を見た。

基金計画が進め られている現在，初

等協会小児病院は，もはや限 られた子

供たちだけのものではない。大規模な

医療および教育センターとして，世界

中に影響をおよぼすべき時が来ている

のである。

８１



日 本 伝 道 部 だ よ り

三 つ の 地 方 部 誕 生

蟹碕
一耀
蔑 １

臨 躍 ，１

浜 田兄弟 （北）青柳兄弟 （西）萩本兄弟 （東）

（地 方 部 長）

＊日本北地方部長会

地 方 部 長 浜 田 哲

第一副地方部長 ・書記 真 下 宏

扶 助 協 会 会 長 金 子 良 子

＊日本東地方部長会

地 方 部 長 萩 本 信 美

第一副地方部長 ・書記 工 藤 栄 一

扶 助 協 会 会 長 市 川 公 子

１月３１日，群馬県高崎にて，会員のみの特別大会が開かれま

した。 日本伝道部の各地か ら，特別大会に出席すべ く，多 くの

聖徒たちが美 しい礼拝堂へ と集いました。その日迄，日本伝道

部は東京ステーキ部を除いた残 りの支部が一地方部を構成 して

いま した。けれども伝道部における会員の増加に伴い，地方部

を分割する必要が生 じてきましたので，今度，三つの地方部，日

本北地方部， 日本東地方部， 日本西地方部に分けられました。

新 らしく三つの地方部長会がつ くられ，又群馬支部の支部長会

も大会で新たに組織されま した．

私たちはこの多事な大会をとおして，誠に主がその祝福を日

本の人々に注いでおりたもうことと，主の福音が日本の国の隅

々にまで広が りつつあることを目の当りに見 ることができまし

た。新たに組織されたこれ ら三つの地方部は， 日本伝道部にお

ける主の業をますます助け強めてゆ くことでしよう。

＊日本西地方部長会

地 方 部 長 青 柳 弘 一

第一副地方部長 ・書記

扶 助 協 会 会 長

阿 部 達 也

小 柳 澄 子

＊群馬支部長会

支 部 長

第一副支蔀長

第二副支部長

書 記

青 木 計

関 澄 夫

渡 辺 道 夫

飯 島 利 道
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日本中央伝道部 のペー ジ

＜３４名の大神権者誕生＞
１月の各地方部大会で，日本中央伝道部初の３４名の大神権者が誕生 した。地方別人数を次に示すと， １月１７日近畿中国地方

部大会１８名， １月２４日近畿四国地方部大会１０名， １月３１日中部地方部大会６名。この成果は咋年度から各支部で始めたアロン

神権昇進セ ミナーが大 きな原因 となっている。３４名の大神権者の増々の活躍を乞御期待／

近畿中国地方部の１８名の大神権者達 近畿 四国地方部 の１０名の大神権者達

〈 ガ ール ズ プ ログ ラム キ ャン ピング の サ ーテ ィ フ ィケイ シ ョン表彰 式 〉

日本中央伝道部のガールズプログラムで昨年秋 に念願のサーティフィケイションキャンプを行ったがその時のイヤ リング及

びマウンティンニヤの二つのレベルの取得証明書を本大会に於いて，資格取得者に与えられた。栄えある受賞者は櫟典子，坂

部百合子，山下スズ子，三田村和代，篠々山和江 （以上近畿中国地方部）管本和子，長谷川桂子，中田紀代子 （以上近畿四国

：地方部）吉田和代 （中部地方部）である。

。．拶

近 畿中国地方部 の ガールズプ ログ ラムキ ャンピング受賞者 近畿 四国地方部 のガールズ プログラムキ ャンピング受賞者

〈新地方部長会組織される〉
本大会に於いて近畿中国，近畿四国両地方部の新 らしい地方部長が召され会員の支持を受けました。新メンバ

ーは次の通 りです。

近畿中国地方部長会 近畿四国地方部長会

地 方 部 長 地 方 部 長 牧 瀬 十二郎

水 野

第二 〃

市 道

敬 一

喜八郎

近畿中国地方部長申野兄弟 新 らしい近畿四国地方部長会 メンバ ー
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日本東伝道部だよ り

日本 東伝道 部が設立 され て １年 を迎 えよ うとして いま

すが， 云道部初めてのユース カンフ ァ レ ン ス を， ８月

６， ７， ８日の ３日間にわた って札幌 の地で開催す る こ

とにな りま した。

概要 は，次 の とお りです。

６日 開会式， スポー ッ祭，演劇祭

７日 ・ゼ ミナール， ピクニ ック， ダ ンスパ ーテ ィー

８日 証会

参加 を希望 され る方 は年令 に制限が あ りませ んので，

よ く準備 して ください。 申込書 は，各支部長 さんに送 っ

てあ ります。

去る １月２３日，２４日の北海道地方部大会において新た

に伝道部Ｍ ＩＡの役員が支持を受け任命 されま した。

ＹＭＭ ＩＡ第 １副会長 大 塚 照 夫

ＹＷＭ ＩＡ第 ２副会長 林 は る み

また北海道地方部役員の顔ぶれが次のようになりま し

た。
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地 方 部

第 １ 〃

第 ２ 〃

書

評 議

〃

〃

〃

〃

’ノ

長

記 ・

員

平 野

西 嶋

本 間

中 田

新 江

倉 見

山 田

児 島

遠 藤

酒 巻

勝

吉

和

光

明

克

孝

俊

也

春

広

彦

夫

男

毅

己

紀

轡 １「衡 卜 ～
「」・評 ρ噸 艦 斑

甑：１

礎 １方

・｛ 螺 』弊 触 』書

【写 真 説 明】

上段よ り

一般大会に集 った兄弟嬉 妹たちの信仰 強 く

かつ熱心な表情 （３００人参 集）

遠 く伝道地から集 った兄 弟姉妹 たちが Ｍ ｌ

Ａ大会で声高らかにコーラスを歌 う

よ く準備 した演劇 「リアホナ」を演ず る兄

弟姉妹 たち



食 料 貯 蔵 キ ャ ン ペ ー ン

１９６９年，秋，東京北支部 （現東京第ニ ワー ド部）のレクリ

ェーション，ホールで北支部扶助協会のバザーが開催されて

いた。扶助協会の作製した数々の作品群や食品の中にあって

ともすれば見過ごしてしまいそうなくらいの規模で，ある展

示が行なわれていた。それは約 ２週間分の非常時食料見本の

展示であった。このコーナーは当時それほど多 くの人々の関

心を呼ばなかった。 しか しこの小 さな展示が，長老定員会を

中心とする食料貯蔵委員会の第一回のキャンペーン ・プログ

ラムであり，現在東京ステーキ部で最 も食料貯蔵計画の進ん

でいる第ニワード部の貯蔵 プログラム推進計画の第一歩でも

あつた。

＊ ＊ ＊

唯一真の神を知っている私たちは，予言者を通 して数々の

戒めや警告により， この地上の生活において，正 しく，迷わ

ずに進めるよう導かれてきたのである。それ らは什分の一と

な り，智恵の言葉となり，数々の守るべき事柄となって私た

ちの生活を守って くれている。食料貯蔵に関する教会幹部の

勧告はすでに１９３６年から出されている。戒めの一つ一つに対

する私たちの理解度に差かあるか らといって一方を重 く見て

守 り，他方はわからないからといってないが しろにすること

はできない。私たちは神からでる戒めを全て守ってはじめて

神の愛の中で生活ができるのである。 もしよく理解できない

のならそれを理解 しようとする努力が必要である。貯蔵計画

についてもその努力が必要である。いま一度第ニワー ド部の

努力の後を追 って私たちの一つの指針としたい。

＊ ＊ 菅

昨 年 （１９７０年 ） の １１月 ２３日第 ニ ワ ー ド部 は 第 ２回 の賠 蔵 キ

ヤンペーンを行なった。今度は扶助協会のバザーにうずもれ

たプログラムではなか った。 ワー ド部あげてのこの計画には

長老定員会が中心となって貯蔵食料の見本を展示 し，はちみ

つ，麦，玄米，豆，氷砂糖，各種缶詰類の展示即売，写真 （新

聞社より借 りてきた災害写真）や映画を使用 しての貯蔵ＰＲ

食品公害についての実験，講演，そして扶助協会は保存食品

の試食会，また一般会員の数家庭か らは現在行なっている食

料貯蔵の現物展示など，多彩な内容のもとに行なわれた。

そして昨年暮ステーキ部長か らも貯蔵計画の実施が強調さ

れた。その後第ニワー ド部貯蔵推進委員会は再編成 された。

この組織は常任ア ドバイザーと地区アドバイザーから構成 さ

れ，ア ドバイザーは各々の地区の家庭を訪問し，貯蔵計画の

促進を助け励ます役 目を持ち，その他キャンペーンの推進役

となる。 「地区」とは第ニワード部地域を便宜上 ５つの地区

に分割し，たとえば交通機関が停止 したとしても３０～４０分以

内の徒歩で集会できる範囲を決めた。すなわち東長崎地区，

中野地区，練馬地区，ひばりケ丘地区，また赤羽 ・川口地区

の ５地区である。地区アドバイザーとは別に常任ア ドバイザ

ーとして松下監督をはじめとする三名のア ドバイザーが全体

の推進役として活躍 している。

２月１１日の祭 日には第 ３回のキャンペーンが行なわれた。

内容は昨年の２回目とはまた一新され，長老定員会制作の貯

蔵 ＰＲカラースライ ドの映写 （「ある青年の決意」 所要時間

２０分）。食料 （かんづめ，ハチミツ，その他保存食）と固型

燃料，消毒液の展示即売，保存食を使用する料理講習会，食

料以外の非常用物資の見本展示 （トランジスターラジオ，消

化器，衣料等）質問コーナーの設置，一ヵ月分の食料見本の

展示， ワー ド部内の貯蔵状態のグラフ展示などであった。

このように監督会，神権指導者を中心とする貯蔵計画の展

開はワー ド部内の会員一人一人の意識を高め，多 くの家庭に

とって貯蔵計画は日常の生活の一部となってきた。

ワード部は最低 ６ヵ月以上の貯蔵を年間目標 として会員に

呼びかけている。すでに４ヵ月分を貯えた神権指導者の家庭

をはじあとして，各家庭は貯蔵食料の棚や貯蔵場所が作 られ

数々の工夫がこらされている。

ある副監督の家では深さ２メー トルに及ぶ鉄筋コンクリー

トの本格的地下貯蔵庫を建設 した。これ らがステーキ部全域

に広がり，その日，おじ惑 うことのないようにと願 ってやま

ない。 （Ｔ）

一 東京 ステー キ部一
８５



「耐 え よ
，… … しあ わ せ の た め に 」

ヤ

リチ ャ ー ド ・Ｌ ・エ バ ン ズ

ノく一 ジ ル は 「耐 え よ 、 己 れ を守 れ 。 しあ わ せ の 日の た め に」１と書 い て い 乱

我 々 に は 、．もは や 耐 え られ な い、現 実 に立 ち向 か え ない 、 失望 や 問 題 に 負 け そ

う だ、 重 荷 を これ 以 上 に な え な い、 と感 じ る時 が た び た び あ る。 しか し、 この

よ う な時 は 、 来 て 、 ま た去 っ て行 くの で あ る。 強 さ と勇 気 と環境 とが波 に乗 っ

て 、 高 きか ら低 きへ 、 そ して ま た高 きへ と移 っ て い くに 応 じて… 。 そ の低 い時 、

我 々 は耐 え ね ば な ら な い。 日が さ して 、荷 が軽 くな る時 ま で 、持 ち こ た え ね ば

な ら ない 。 セ ネ カ は言 っ た 、 「だれ も逆 境 を耐 え られ は せ ぬ 。 も し、 そ の 間 中 、

は じめ の 打 撃 と同様 の 苦 しさ が お そ い続 け る と し た な らば『 と。 人 は最 後 の 言

葉 を急 ぎす ぎる。 も う一 刻 も待 て な い 、 も うで き な い 、 もは や だめ だ と言 うの

で あ る。 「こ れ で す べ て だ。 も う抜 け 出 した い」 と。 この よ う な時 は 、遮 断 器

や 限 界 を越 え る と切 れ て しま う ヒュ ー ズ に な ぞ ら え る こ とが で き よ う。 我 々 は

しば しば 、 こ れ で持 ち こ た え られ るか と心 配 をす る。 しか し、 そ こ に は安 全 装

置 が あ る。 我 々 は そ れ を人 の 心 に 見 い出 す の で あ る。 人 の精 神 、 肉 体 、 心 は 弾

力性 を備 え て お り、我 々 が 思 うよ りは 、 は るか に強 い 力 を秘 め て い る の で あ る １

で きな い、 耐 え られ ない 、 が ま ん で き な い と言 っ た あ とで 、 しか も我 々 は行 な

い 、耐 え続 け て い るで は な い か。 時 の 経過 や 再 評 価 や 再 調 整 に よ り、 時 に は や

む に や まれ ぬ 必 要 か ら、我 々 の価 値 観 や 見 方 が変 え られ 、 自分 の 内部 に隠 され

て い た 強 さや 忍耐 力 を見 出 す の で あ る。 「人生 は現 実 だ。 人生 は熱 に燃 え て い

る」３。 詩 人 は こ う 叫 ん で い る。 現 実 に 向 か い 、 人 生 の か じ を取 るの は常 に容 易

な わ け で は な い。 だ が 、 あ き らめ る前 に、 我 々 が 今何 を あ き らめ よ う と して い

る の か 、何 を しよ う として い る の かを 、真 剣 に考 え てみ な くて は な ら な い。 「

フ ラ イパ ンか ら飛 び 出 して 、 か え っ て 火 中 に 入 る」 とは含 蓄 あ る古 くか らの こ

とわ ざで あ る。 終 りに 言 お う。 希 望 と信仰 と回 復 へ の 力 を求 め て 、 立 ち止 ま り、

再 評 価 し、 時 間 を と る よ う に と。 ソロ ン は語 っ た 、 「も しあ らゆ る人 が そ れ ぞ

れ の不 幸 を も っ て一 箇 所 に集 ま っ た と し た ら、 ほ とん どの 人 が 自分 の 不 幸 を持

っ て帰 ろ う と望 む こ とで あ ろ う」４。 「耐 え よ 、 己 れ を守 れ。 しあ わ せ の 日の た

め に」 。

１、バ ー ジル ，ポ リ ドー ルー イ タ リアー 、英 国歴 史家 、聖職者 （１４７５－ １５５５）
「イ リア ド」 第 １巻

２、 セ ネカ， ル シア ス ・アネ イア スー ロー マ の哲 人、政 治家 、 （ＢＣ ４－ Ａ Ｄ６５）
ＭｏｒａｌＦｓｓａｙｓ：Ｏｎ Ｔｒａｎｇｕｉ［ｉｔｙ ｏｆＭｉｎｄ
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。１Ω ’ワゾ ワースーアメりカの謝 ・ （１８０７－１８８２）

４、 ソ ロ ンー ア テ ネ の 立 法 家 、 詩 人 、 （Ｂ Ｃ６３８－ ５５８）

聖 徒 の 道

１９７１年 ３月２０日発行

発行 人 兼 編 集 人 ウ ォル ター Ｒ，ビル ス

発行 所 東 京 都 港 区 南 麻 布 ５ － ８ －１０

末日聖徒イエス・キリスト教会 電話 （４４２）７４５９

印 刷 所 １太 陽 印刷 工 業 株 式 会 社

定 価 １００ 円

予 約 一 年 間 １，０００円 （外国４ドル５０セント）

、 聖

徒

の

道

一 昭

鞭
厘生
貢‡

請晃
夫

行 日

毒 箪
月 種
一 郵

回 便
一 物
十 認
日可
発
行

第
十
五
巻
笙
言
写

＼

＼
＼


	表紙
	心の糧
	教会のプログラムを勝つようしなさい　ｼﾞｮｾﾌ・ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ･ｽﾐｽ
	カートランドを再び訪れて
	古代アメリカ大陸への上陸
	フェニキア人に心ひらかれて
	ゆびにんぎょう
	ネブ少年のマーク
	教会と若者たちが直面する現代の問題
	私を心から愛しているのなら
	災厄の問題
	発展を続ける初等協会小児病院
	日本伝道部
	日本中央伝道部
	日本東伝道部



